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唐
代
皇
帝
祭
把
の
親
祭
と
有
司
掻
事

金

子

修

は

じ

め

に

一
有
司
指
事
の
頻
度
に
つ
い
て

二
皇
帝
親
祭
と
有
司
掻
事
と
の
種
々
相

三
振
官
と
有
司
掻
事
の
形
骸
化
と
に
つ
い
て

お

わ

り

に

は

め

じ
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私
は
か
つ
て
漢
か
ら
唐
ま
で
の
皇
帝
に
関
係
す
る
祭
杷
に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
の
内
容
と
運
用
の
貫
態
と
の
南
面
に
つ
い
て
解
明
を
試
み

(

1

)

(

2

〉

た
。
特
に
皇
一帝
の
擢
威
の
正
統
性
に
関
わ
る
郊
紀
と
宗
廟
の
祭
把
と
に
注
目
し
、
雨
漢
を
通
じ
て
重
視
さ
れ
て
い
た
皇
帝
一
即
位
時
の
祖
廟
へ
の

拝
謁
の
儀
躍
で
あ
る
謁
廟
の
躍
が
、
時
代
を
降
る
に
従
っ
て
次
第
に
史
書
か
ら
姿
を
消
し
、
代
っ
て
即
位
し
た
ば
か
り
の
新
帝
に
よ
る
郊
租
の

親
祭
が
重
視
さ
れ
る
に
至
る
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
を
、
皇
帝
一
の
正
統
性
に
関
わ
る
祭
杷
が
閉
じ
ら
れ
た
空
聞
か
ら
聞
か
れ

〈

3
)

た
空
間
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
と
解
し
た
。
以
上
の
黙
に
つ
い
て
は
、
訂
正
を
要
す
る
細
部
の
若
干
の
黙
を
除
い
て
、
大
筋
で
は
現
在
で
も

修
正
の
必
要
は
感
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
以
上
と
関
連
す
る
次
の
よ
う
な
問
題
黙
に
つ
い
て
は
、
解
明
の
必
要
性
を
常
に
感
じ
て
い
た
。

歴
代
の
正
史
躍
儀
志
か
ら
蹄
納
さ
れ
る
郊
廟
の
祭
杷
は
定
期
的
で
あ
る
。
例
え
ば
唐
代
で
は
、
南
郊
で
は
基
本
的
に
多
至
と
正
月
新
穀
と
の

二
回
、
こ
れ
に
孟
夏
写
記
と
季
秩
明
堂
と
を
加
え
る
と
年
に
四
回
の
祭
杷
が
あ
っ
た
。
宗
廟
で
は
年
に
五
回
の
小
祭
〈
時
祭
)
と
、

概
ね
五
年



に
二
回
の
締
・
給
と
い
う
大
祭
と
が
あ
っ
た
(
拙
稿
a
)
。
こ
れ
ら
の
祭
記
の
賓
施
は
皇
帝
の
犬
樺
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
皇
帝
の
親
祭

を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
歴
代
の
王
朝
に
つ
い
て
、
史
料
か
ら
確
認
し
得
る
郊
把
・
宗
廟
の
皇
帝
親
祭
の
例
は
決
し
て
多
い
と
は

い
え
ず
、
-
こ
の
黙
は
唐
代
で
も
同
様
で
あ
る
。
唐
代
で
は
皇
一
一帝
親
祭
が
原
則
で
あ
る
祭
記
も
、
皇
帝
一
が
自
分
の
語
を
覗
版
に
御
署
す
る
手
績
き

を
経
て
、
祭
杷
そ
の
も
の
は
臣
下
に
代
行
さ
せ
る
有
司
掻
事
の
制
度
が
確
立
し
て
い
た
(
後
掲
拙
稿
C

〉
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
日
得
ら
れ
る
皇

一
帝
親
祭
の
諸
祭
把
の
記
録
は
、
そ
れ
だ
け
に
重
要
な
意
味
の
あ
る
記
録
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
各
史
書
に
残
る
皇

帝
祭
杷
の
記
録
を
通
費
し
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
積
極
的
な
意
義
を
見
出
そ
う
と
努
め
て
も
、
記
録
に
お
い
通
常
の
祭
把
も
皇
帝
親
祭
で
行
な
わ

れ
た
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
論
誼
に
絶
え
ず
不
安
が
つ
き
纏
う
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
如
4
漢
代
で
は
皇
帝
毎
に
謁
廟

η
躍
が
行
な
わ

(

4

)

 

れ
た
が
、
唐
代
で
は
玄
宗
の
場
合
に
し
か
謁
廟
の
躍
は
認
め
ら
れ
な
い
(
拙
稿
b
V
こ
れ
を
、
素
直
に
唐
代
で
は
玄
宗
し
か
謁
廟
の
躍
を
行
な

わ
な
か
っ
た
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
皇
帝
も
定
例
と
し
て
謁
廟
の
躍
を
行
な
っ
た
が
、
玄
宗
の
場
合
の
み
何
ら
か
の
理
由
で
特
に
記
録
に

残
さ
れ
た
と
見
る
か
、
で
は
玄
宗
の
謁
廟
の
躍
の
評
債
が
全
く
違
っ
て
来
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
が
、
皇
帝
親
祭
と
有
司
掻
事
と
の

ま
た
そ
の
差
異
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
そ
の
貼
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

皇
帝
の
親

祭
を
正
嘗
に
評
債
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
記
録
に
残
る
皇
一帝
親
祭
を
許
債
す
る
に
は
、
親
祭
を
補
完
す
る
有
司
援
事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
ー
そ
の
前
に
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
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聞
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、

以
上
の
よ
ラ
な
課
題
設
定
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
唐
代
の
郊
杷
・
宗
廟
の
祭
聞
に
閲
す
る
皇
帝
親
祭
と
有
司
揖
事
と
の
諸
問
題
を
検
討
し
た

い
。
こ
の
場
合
、
筆
者
の
意
圃
す
る
と
こ
ろ
は
皇
帝
一
親
祭
と
有
司
指
事
の
相
違
を
全
般
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
特
に
郊
問
・

宗
廟

の
い
ず
れ
か
に
重
黙
を
置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
皇
一
一
帝
親
祭
に
お
け
る
郊
廟
の
役
割
の
解
明
は
、
本
稿
以
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

有
司
掻
事
の
頻
度
に
つ
い
て
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唐
代
の
皇
帝
に
関
係
す
る
祭
杷
は
大
記
・
中
把
・
小
杷
に
分
れ
て
お
り
、
中
間
以
上
は
皇
一
帝
一
親
祭
が
原
則
で
あ
っ
た
。
郊
杷
・
宗
廟
を
中
心
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と
す
る
大
杷
で
は
、
祭
司
の
封
象
と
な
る
紳
に
封
し
て
皇
一帝
一
は
統
文
で
「
皇
帝
一
臣
某
」
ま
た
は
「
天
子
臣
某
」
と
名
告
り
、
中
杷
で
は
「
皇
帝

某
」
ま
た
は
「
天
子
某
」
、
小
杷
で
は
「
皇
帝
一
」
ま
た
は
「
天
子
」
と
名
告
る
。

皇
帝
は
大
杷

・
中
間
に

つ
い

祝
文
は
覗
版
に
書
き
こ
ま
れ
、

「
皇
帝
(
天
子
)
某
」
の
「
某
」
即
ち
議
を
自
署
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

皇
帝一
は
そ
の
祭
杷
の
主
宰
者

(

5

)

 

と
し
て
の
資
格
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
司
掻
事
で
も
そ
れ
が
皇
帝
の
祭
杷
で
あ
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
来

皇
一
一
帝
の
行
な
う
べ
き
祭
杷
に
何
故
に
こ
の
よ
う
な
有
司
援
事
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
明
快
に
説
い
た
の
が
、

『新

唐
書
』
巻
一
一
躍
儀
志
一
の
士
口
曜
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の

一
文
で
あ
る

(
『
玉
海
』
倉
一
O
二
郊
-明

唐
柁
典
に
も
同
様
の
文
あ
り
〉
。

而
し
て
天
子
親
洞
せ
る
は
二
十
有
四。

三
歳
ご
と
に
一

給
、
五
歳
ご
と
に
一

締
、
其
の
歳
に
嘗
れ
ば
則
ち
奉
げ
る
。
其
の
儀
二
十
有
二
、

(

6

)

 

一
歳
之
聞
編
く
奉
げ
る
能
は
ざ
れ
ば
則
ち
有
司
撮
事
す
。
其
の
常
杷
に
非
ざ
る
は
時
有
り
て
之
を
行
ふ
。

て
は
祝
文
の
「
皇
帝
(
天
子
〉
臣
某
」

即
ち
、

一
年
の
聞
に
親
祭
す
べ
き
一一
一
一
の
祭
杷
を
皇
帝
一
自
身
が
遁
く
祭
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
有
司
掻
事
が
あ
る
、
と
い
う
c

そ
の
二
二

。。
p
h
υ
 

の
内
需
は
『
新
唐
室
田
』
巷
一
一
に
逐
一
列
摩
さ
れ
て
お
り
、
南
北
郊
・
宗
廟
の
大
問
と
一
部
の
中
杷
と
で
あ
る
。

『
大
唐
開
元
躍
』
に
明
ら
か

な
如
く
、
こ
れ
ら
の
祭
杷
に
は
事
前
に
数
日
聞
の
散
驚
・
致
賓
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
皇
帝一
が
一
々
親
祭
す
る
こ
と
は
事
寅

上
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
皇
一帝
親
祭
と
定
め
ら
れ
た
祭
租
に

つ
い
て
有
司
揖
事
が
必
要
と
な
る
理
由
に
闘
し
、
以
上
の
説
明
に
疑
義

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
皇
帝
親
祭
と
有
司
揖
事
と
は
容
易
に
交
替
し
得
る
も
の
な
の
か
、
或
は
南
者
の
聞
に
は

本
質
的
な
差
が
あ
っ
て
安
易
な
交
替
を
許
さ
な
い
も
の
な
の
か
、
等
の
こ
と
は
全
く
剣
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
皇
帝一
親
祭
と
有
司
揖
事
と
の
貫

施
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
、
唐
代
で
は
後
者
が
一
般
的
で
あ
り
前
者
が
む
し
ろ
特
殊
な
事
例
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
と
思
う。

を
挟
む
徐
地
は
全
く
な
い
。

担
、
皇
一帝
親
祭
と
有
司
揖
事
と
の
関
係
の
考
察
が
困
難
な
の
は
、
何
よ
り
も
有
司
揖
事
に
閲
す
る
記
録
が
断
片
的
、
例
外
的
に
し
か
得
ら
れ

な
い
こ
と
に
由
る
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
多
至
の
郊
犯
に
つ
い
て
は
有
司
揖
事
の
貫
施
扶
況
を
知
る
手
懸
り
が
あ
る
。

一
O
七
一帝
王
部
朝
舎
一
開
元
八
年
(
七
二
O
)

『
加
府
元
亀
』
巻

一
一
月
僚
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

中
書
門
下
奏
し
て
日
く
、

(
中
略
)
其
の
目
安
重
〉
亦
園
丘
に
租
り
、
皆
揖
官
を
し
て
行
事
せ
し
め
、
質
明
に
既
に
畢
り
、

日
出
で
て
親



も
つ

(

7

)

朝
す
。
園
家
以
来
、
更
に
改
易
な
し
。
新
格
に
縁
る
に
、
英
日
を
賂
て
園
丘
に
洞
り
、
建
に
改
め
て
小
多
至
日
を
周
て
受
朝
す
、
之
。
若

し
南
郊
に
親
奔
す
れ
ば
受
朝
須
く
改
む
べ
く
も
、
既
に
掻
祭
せ
し
む
れ
ぽ
躍
移
る
可
か
ら
ず
、
伏
し
て
請
ふ
ら
く
は
改
正
せ
よ
、
と
。
之

(
常
)

に
従
ひ
、
因
り
て
今
自
り
多
至
日
に
受
朝
す
、
永
く
嘗
式
と
信
用
せ
、
と
敷
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
多
至
の
日
に
は
南
郊
で
掻
官
す
な
わ
ち
有
司
揖
事
に
よ
っ
て
郊
天
の
儀
躍
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
嘗
日
皇
帝
一
が
朝
廷
で
百

官
の
朝
賀
を
受
け
る
儀
躍
も
行
な
わ
れ
て
い
た

0

・然
る
に
新
格
(
開
元
後
格
〉
で
は
、
多
至
の
自
に
郊
把
を
行
な
い
前
日
で
あ
る
小
多
至
日
に
朝

賀
を
受
け
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
損
し
て
中
書
門
下
が
、
皇
帝
親
祭
の
場
合
に
は
受
賀
す
な
わ
ち
皇
帝
が
臣
下
の
朝
賀
を
受
け
る
日

を
別
に
移
す
べ
き
で
あ
る
が
、
有
胃
揖
事
の
場
合
に
は
皇
帝
は
多
至
嘗
日
に
朝
賀
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
、
と
上
奏
し
、
こ
れ
が
裁
可
さ
れ

た
?
即
ち
、
開
元
七
年
撰
上
の
開
元
後
格
で
は
、
そ
れ
ま
で
多
至
一
日
の
聞
に
行
な
わ
れ
て
い
た
郊
杷
と
受
朝
賀
と
を
同
一
日
に
行
な
う
こ
と

を
避
け
、
後
者
を
前
日
に
行
な
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
翌
年
に
は
再
び
元
に
戻
さ
れ
、
有
司
揖
事
で
郊
記
が
行
な
わ
れ
る
時
は
朝
賀
の

躍
も
多
至
嘗
日
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
天
賓
三
載
ハ
七
四
四
〉

一
一
月
に
は
、
以
後
多
至
の
翌
日
に
受
朝
す
る
と
い
う
敷

(

8

)

 

が
護
せ
ら
れ
〈
『
唐
曾
要
』
巻
二
四
受
朝
賀
・

『加
府
元
亀
』
巻
三
三
帝
王
部
崇
祭
紀
一
一
)
、
ま
た
建
中
二
年
ハ
七
八
O
)
一一

月
に
は
ぺ
多
至
の
日
に
朝

賀
を
受
け
る
と
い
う
敷
書
が
再
度
出
さ
れ
て
い
る
(
『
唐
曾
要
』
巻
二
四
)
。
す
る
と
こ
の
聞
は
、
多
至
の
郊
把
と
は
別
の
日
に
受
朝
賀
が
行
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
が
、
天
賓
一

O
載
(
七
五
一
〉
に
は
多
至
嘗
日
に
朝
賀
が
行
な
わ
れ
て
お
り
(『加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
)
、
永
泰

元
年
(
七
六
五
〉
一
一
月
に
は
有
司
揖
事
の
郊
天
の
あ
と
含
元
殿
で
受
朝
賀
の
儀
躍
が
行
な
わ
れ
て
い
る
(『
唐
曾
要
』
巻
二
四
〉
。
従
っ
て
、
天

賓
三
載
以
後
建
中
二
年
ま
で
一
貫
し
て
多
至
嘗
日
に
皇
帝
一
の
受
朝
賀
が
な
か
っ
た
誇
で
は
な
い
。
概
括
す
れ
ば
、
唐
代
の
大
半
の
時
期
に
は
、

多
至
の
郊
間
が
行
な
わ
れ
た
場
合
嘗
日
に
皇
帝

ρ
受
朝
賀
の
躍
も
併
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
、
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

- 59-

『
般
府
元
亀
』
巻
三
四
一
帝
王
部
崇
祭
記
三
代
宗
大
暦
七
年
ハ
七
七
二
)
僚
に
「
七
年
十
一
月
辛
卯
、
日
長
至
す
。
有
司

に
命
じ
て
長
天
上

一一帝
を
南
郊
に
租
り
、
視
朝
せ
ず
よ
と
あ
る
の
を
引
き
、
文
中
の
「
不
覗
朝
」
を
政
務
を
執
ら
な
い
こ
と
と
解
し
て
、
祭
把
を

有
司
に
代
行
さ
せ
た
時
で
も
皇
一
菅一
は
執
務
し
な
い
の
が
逼
例
で
あ
る
、
と
述
べ
た
〈

一
七
頁
〉
。

し
か
し
、
以
上
に
よ
れ
ば
こ
の
解
揮
は
誤
り
で

因
み
に
拙
稿
c
で
は
、

287 
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あ
り

「
不
視
朝
」
の
「
朝
」
と
は
朝
賀
の
一
意
味
で
あ
っ
た
。

『
加
府
元
亀
』
巻
三
四
に
は
他
に
、
大
暦
五
年
・
八
年
・
一
一
年
・
=
二
年
の

各
年
の
僚
に
も
多
至
に
有
司
援
事
で
郊
杷
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
暦
五
年
僚
を
除
い
て
は
「
不
覗
朝
」
ま
た
は
「
不
受

朝
賀
」

(
大
暦
二
年
傑
)
と
あ
り
、
大
暦
七
年
候
同
様
朝
賀
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
郊
記
の
有
司
掻
事
を
特

さ
き
に
述
べ
た
事
情
を
参
酌
す
る
と
、
有
司
揖
事
に
も
拘
ら
ず
何
ら
か
の
理
由
で
首
日
の
朝
賀
が
取
止
め
ら

記
し
た
珍
し
い
史
料
で
あ
る
が
、

れ
た
事
例
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
唐
代
で
は
概
ね
多
至
嘗
日
に
有
司
援
事
で
郊
杷
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
嘗
日
に
皇
一
帝
の
受
朝
賀
の
穫
が
行
な
わ
れ
る
定
め
で
あ

っ
た
こ
と
を
一
ホ
し
、
併
せ
て
拙
稿
c
の
誤
り
を
訂
正
し
た
。
そ
こ
で
、
多
至
嘗
自
に
朝
賀
が
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
日
の
郊
把
は
有
司
援
事

(

9

)

 

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
朝
賀
の
躍
に
つ

い
て
は

『
般
府
元
亀
』
巻
一

O
七
一帝
王
部
朝
舎
一

・
巻
一

O
八
同
二
の
二
巻
に
亙

っ
て
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
多
至
朝
賀
の
記
録
は
、
有
司
揖
事
に
よ
る
郊
杷
貫
施
例
の
得
難
い
史
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

- 60ー

関
連
史
料
の
最
も
多
い
代
宗
に
つ
い
て
、
多
至
の
朝
賀
の
寅
施
例
を
拳
げ
る
と
次
の
様
に
な
る
。

〈

叩

〉

康
徳
二
年
・
永
泰
元
年
・
二
年

(
H大
暦
元
年
)
・
大
暦
二
年
・
三
年
・
八
年
・
九
年
・
一
一
年
・
二
二
年

こ
の
う
ち
大
暦
一
三
年
に
は
冬
至
の
翌
日
に
受
朝
賀
が
あ
る
が
、
前
日
の
郊
租
が
有
司
掻
事
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
原
文
に
記
述
が
あ
る
。
ま

た
前
掲
の
『
加
府
元
亀
』
巻
三
四
で
は
、
大
暦
八
年
と
一
一
年
と
の
郊
記
嘗
日
に
は
朝
賀
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
b
hv

至
嘗
日

に
代
宗
が
百
寮
の
朝
賀
を
受
け
た
と
す
る
巻
一

O
七
の
記
事
と
は
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
巻
一

O
七
で
代
宗
が
朝
賀
を
受
け
た
と
す
る
大
磨
八

年
間
一
一
月
壬
寅
朔
日
は
、
巻
三
四
で
郊
杷
が
あ
っ
た
と
す
る
一
一
月
辛
丑
多
至
の
翌
日
で
あ
り
、
同
様
に
巻
一

O
七
の
大
暦
一
一
年
一

一
月

ハ
ロ
)

丁
巳
は
巻
三
四
の
丙
辰
多
至
の
翌
日
で
あ
る
。
従
っ
て
大
暦
八
年
・
一
一
年
の
場
合
は
共
に
、
多
至
嘗
日
に
は
有
司
掻
事
で
郊
紀
を
行
な
い
、

皇
一
帝
一
は
そ
の
日
に
は
受
朝
せ
ず
翌
日
に
百
寮
の
朝
賀
を
受
け
た
と
す
る
の
が
正
し
い
。
即
ち
、
さ
き
の
大
暦

二
二
年
の
場
合
と
全
く
同
じ
日
程

と
な
る
の
で
あ
り
、
雨
年
の
受
朝
賀
を
多
至
嘗
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記
す
の
は
巻
一

O
七
の
粗
漏
で
あ
る
。
要
す
る
に
以
上
は
、
多
至
嘗
日
に

(

ロ

)

皇
帝
が
朝
賀
を
受
け
た
か
、
ま
た
は
多
至
嘗
日
の
郊
記
は
有
司
揖
事
で
行
な
い
翌
日
に
皇
帝一
が
朝
賀
を
受
け
た
か
の
、
い
ず
れ
か
の
例
で
あ
る
。



ま
た
、
多
至
嘗
日
に
は
朝
賀
が
な
く
と
も
そ
れ
が
皇
一
一
帝
親
郊
以
外
の
理
由
に
因
る
の
で
あ
れ
ぽ
、
や
は
り
嘗
日
の
郊
柁
は
有
司
揖
事
で
行
な
わ

れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
大
暦
一

O
年
に
は
梁
王
(
落
、
九
年
一
の
月
乙
亥
嘉
去
〉
の
葬
期
に
近
い
、
と
い
う
理
由
で
多
至
の
朝
賀
が
停
止
さ
れ
て

い
る
が
(
『
加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
)
、
こ
の
時
の
郊
紀
は
有
司
掻
事
で
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
暦
一
二
年
に
「
防
秋
の
眼
前
土
曝
さ
れ

て
野
に
在
る
が
故
な
り
」
と
い
う
理
由
で
多
至
の
朝
賀
が
停
止
さ
れ
て
い
る
の
も
(
同
書
巻
一
一
一
一
五
帝
王
部
慾
征
役
〉、

同
様
の
例
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
多
至
嘗
日
に
郊
杷
の
皇
帝
親
祭
が
な
か
っ
た
例
と
し
て
以
上
の
二
箇
年
が
附
け
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
多
至
の
郊
租
が
有
司
振
事
で

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
か
な
例
と
し
て
、
前
述
し
た
巻
三
四
の
大
暦
五
年
・
七
年
の
二
例
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
代
宗
に
つ
い
て
多
至
に
皇
帝
の
親
郊
が
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
年
次
を
列
摩
す
る
と
、

贋
徳
二
年
・
永
泰
元
年
・
二
年

(
H大
暦
元
年
〉
・
大
暦
二
年
・
三
年
・
五
年
・
七
年
・
八
年
・
九
年
・
一

O
年
・
一
一
年
・
一

二
年

・一

年

の
都
合
二
二
年
と
な
る
。

が
、
在
位
中
に
巡
っ
て
き
た
一
七
回
の
多
至
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
三
回
に
つ
い
て
は
郊
杷
は
有
司
揖
事
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

代
宗
の
在
位
は
賓
腰
元
年
ハ
七
六
二
)
四
月
か
ら
大
暦
一
四
年
〈
七
七
九
)
五
月
ま
で
の
足
か
け
一
八
年
間
で
あ
る

- 61ー

に
劃
し
代
宗
に
つ
い
て
郊
廟
の
親
祭
が
確
認
で
き
る
の
は
、
僅
か
に
康
徳
二
年
(
七
六
四
)
二
月
の
太
清
宮
|
太
廟
1

南
郊
の
一
連
の
祭
把
の
み

で
あ
り
(
拙
稿
b
参
照
)
、
多
至
の
例
は
皆
無
で
あ
る
。
卸
ち
、
代
宗
の
多
至
の
郊
杷
で
は
有
司
揖
事
が
匪
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
或
は
親
祭
は
皆
無
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(

日

)

代
宗
以
外
の
皇
帝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
程
満
遍
な
く
有
司
援
事
の
例
を
拾
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
玄
宗
以
後
の
諸
皇
一
帝
に
つ
い
て
同
様
の

(

M

)

 

方
法
で
『
加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
・
一

G
八
か
ら
多
至
の
親
郊
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
年
を
列
島
宇
す
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。

*
 

開
元
二
ハ
年
・
二
二
年
・
天
賓
一

O
載

*
 

乾
元
二
年
・
元
年
(
リ
上
元
二
年
)

*

*

*

*

 

貞
元
一
五
年
・
二
ハ
年

玄
宗

(

間

以

)

粛
宗
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徳
宗



*

*

*

*

*

*

*

本

*

*

*

永
貞
元
年
・
元
和
元
年
・

三
年

・
一
一
年

*

*

*

*

*

持

*

持

元
和
一
五
年
・
長
度
元
年
・
二
年

*
*
 

長
慶
四
年

*
*
*
*
*
*
*
山
本
*
*
*
本
*
*
*

大
和
元
年
・
二
年
・
七
年
・
八
年
・
開
成
二
年

以
上
で
は
各
皇
帝
の
在
位
年
代
に
比
べ
て
列
奉
し
得
る
例
は
多
く
は
な
く
、

290 

憲
宗

穆
方言

敬
宗

文
宗

ま
た
間
接
的
に
多
至
の
有
司
援
事
が
窺
わ
れ
る
例
が
多
い
。
し
か

し
、
文
宗
の
場
合
多
至
の
親
祭
が
確
認
で
き
る
の
は
大
和
三
年
(
八
二
九
)
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
有
司
掻
事
と
見
徴
さ
れ
る
の
は
上
記
五
例

一
方
、
既
述
の
如
く
有
司
援
事
の
記
事
は
断
片
的
に
し
か

存
在
せ
ず
、
有
司
揖
事
の
大
半
は
今
日
我
々
が
入
手
し
得
る
史
料
に
は
蔑
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
次
章
に
掲
げ
る
馬
周
の
上
疏
に
は
、
太
宗

が
即
位
以
来
六
年
間
宗
廟
の
祭
杷
を
行
な
っ
て
い
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
聞
の
有
司
揖
事
に
よ
る
廟
享
に
つ
い
て
は
何

一
つ
簿

え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
さ
き
の
文
宗
大
和
三
年
多
至
の
親
郊
時
の
赦
文
(『唐
大
詔
令
集
』
径
七

一「
大
和
三
年
南
郊
赦
」
〉
に
は

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
史
料
の
上
か
ら
は
有
司
揖
事
の
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
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朕
は
沖
昧
を
以
て
不
一業
を
獲
嗣
し
、
競
懐
寅
畏
た
る
こ
と
今
に
於
て
四
年
た
り
。
伐
叛
之
師
を
興
す
に
属
び
、
未
だ
燭
柴
之
躍
に
暇
あ
ら

ま
つ
り

ず
、
今
南
至
に
因
り
て
園
丘
に
事
す
る
有
り
。

と
あ
り
、
文
宗
が
質
暦
二
年
〈
八
一
一
六
)
一
二
月
の
即
位
以
来
足
か
け
四
年
間
郊
把
を
親
祭
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
玄
宗
が
即

(

日

)

位
後
五
年
間
郊
柁
を
親
祭
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
即
位
後
数
年
聞
の
有
司
援
事
に
よ
る
郊
把
は
俸
え

う ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
黙
を
考
慮
す
れ
ば
、

貫
際
の
有
司
揖
事
と
皇
一一帝
親
祭
と
の
回
数
の
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
で
あ
ろ

皇
一
一
帝
親
祭
は
特
別
な
場
合
に
行
な
わ
れ
た
、
と
い
う
拙
稿

c
の
推
定

は
、
以
上
に
よ
っ
て
多
至
の
郊
杷
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
確
か
め
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
次
に
皇
一
菅
一
親
祭
と
有
司
掻
事
と
の
相
違
を
別
の
面
か

(

げ

〉

ら
具
盤
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
こ
の
推
定
を
さ
ら
に
宗
廟
に
ま
で
押
し
贋
げ
て
み
た
い
。

定
期
的
な
祭
杷
は
有
司
揖
事
に
よ
る
運
営
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
り
、



皇
帝
親
祭
と
有
司
捧
事
と
の
種
々
相

前
章
で
は
『
唐
曾
要
』
巻
二
四
受
朝
賀
の
記
事
を
手
懸
り
に
、
代
宗
朝
を
中
心
と
し
て
多
至
の
郊
杷
は
通
常
有
司
揖
事
で
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
有
司
揖
事
と
皇
帝
親
祭
と
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
存
在
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
相
違

は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
黙
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
有
司
揖
事
に
閲
す
る
記
録
は
僅
少
で
ま
た
具
睦
性
を
飲
い
て
い
る

が
、
他
方
皇
帝
親
祭
に
関
し
で
も
祭
把
の
次
第
を
具
瞳
的
に
記
し
た
史
料
は
稀
で
あ
る
。
賓
際
に
は
、
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討

す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
本
稿
で
は
甚
だ
限
定
さ
れ
た
側
面
で
あ
る
が
、

規
模
、
費
用
等
に
関
す
る
若
干
の
史
料
に
つ
い
て
の
み
検
討

を
加
え
た
い
。

『
奮
唐
書
』
巻
七
四
馬
周
停
貞
観
六
年
(
六
三
二
)
篠
の
周
の
上
疏
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

伏
し
て
惟
へ
ら
く
、
陛
下
は
践
件
以
来
宗
廟
の
享
は
未
だ
曾
て
親
事
せ
ず
。
伏
し
て
聖
情
に
縁
る
に
、
濁
り
饗
輿
一
た
び
出
づ
れ
ば
務
費

精
や
多
き
を
以
て
、
其
の
孝
思
を
忍
び
、
以
て
百
姓
に
便
に
す
る
所
以
な
り
。

迭
に
一

代
の
史
を
し
て
皇
帝
入
廟
め
事
を
書
か
ざ
ら
し
む
。

(

四

〉

こ
れ
に
接
れ
ば
、
太
宗
は
即
位
後
六
年
聞
は
廟
一
与
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
皇
帝
が
翠
輿
に
乗
っ
て
出
御
す
る
と
多
額
の
費
用
が
掛
る
の
で
、
百

姓
の
震
に
宗
廟
の
親
祭
ハ
引
用
文
中
の
「
孝
思
」
)
を
控
え
て
い
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
郊
柁
同
様
宗
廟
の
親
祭
も
多

年
に
亙
っ
て
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
人
民
の
負
措
を
配
慮
し
て
多
額
の
出
費
を
押
え
る
、
と
い
う
経
済
上
の
理
由
に
因

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
の
二
黙
が
知
ら
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
唐
後
半
期
の
史
料
と
し
て
『
奮
唐
書』

巻
一
一
七
雀
寧
俸
附
崖
賭
俸

の
次
の
一
文
を
拳
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(
開
成
初
)
入
り
て
監
察
御
史
と
な
り
、
郊
廟
の
祭
器
不
慶
な
る
を
奏
し
、
有
司
に
敷
せ
ん
こ
と
を
詰
ふ
。
文
宗
宰
臣
に
謂
ひ
て
日
く
、

宗
廟
の
事
、
朕
合
に
親
ら
其
の
躍
を
奉
ず
ベ
し
。
但
し
千
乗
寓
騎
動
も
す
れ
ば
園
用
を
費
す
を
以
て
、
毎
に
有
司
行
事
之
目
、
衣
冠
を
被

(

四

〉

り
て
坐
し
て
以
て
E
を
侯
つ
の
み
。
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即
ち
、
宗
廟
の
祭
杷
は
本
来
皇
帝
一
が
親
祭
す
べ
き
で
あ
る
が
、
千
乗
高
騎
を
従
え
園
費
を
消
耗
す
る
の
で
、
有
司
揖
事
の
日
に
衣
冠
を
正
し
て

(

初

〉

待
つ
こ
と
に
由
り
皇
帝
と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
千
乗
蔦
騎
は
文
飾
と
し
て
も
、

親
祭
の
場
合
に
多
数
の
官
僚
が
雇

従
す
る
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。
馬
周
の
上
疏
中
の
「
饗
興
一
出
、
制
労
費
補
多
」
と
い
う
の
も
、
同
様
の
前
提
に
立
つ
て
の
護
言
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
宗
廟
の
親
祭
に
嘗
っ
て
多
数
の
官
僚
が
随
行
す
る
こ
と
を
示
す
史
料
を
奉
げ
た
。
郊
杷
に
つ
い
て
以
上
に
類
す
る
史
料
は
な
い
が
、

『
嘗
唐
書
』
巻
一
三
徳
宗
紀
下
貞
元
六
年
(
七
九
O
)
九
月
僚
に

「
己
卯
詔
す
ら
く
、

十
一
月
八
日
南
郊
太
廟
に
有
事
す
。

行
従
の
官
吏
賂
土

一
切
並
び
に
自
ら
食
物
を
備
へ
令
む
。
」
と
あ
る
の
は
参
考
と
な
る
。

甘
雨
が
降
っ
た
の
で
郊
廟
に
告
謝
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
で
あ
っ
た
か
ら
、
特
に
雇
従
の
官
吏
勝
士
に
劃
し
て
食
料
自

以
下
の
文
に
擦
れ
ば
、

こ
の
年
は
皐
魁
で
祈
雨
し
た
と
こ
ろ
、

等
は
、

排
の
命
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
通
常
の
皇
帝一
親
祭
の
場
合
に
は
雇
従
の
官
吏
た
ち
の
食
料
は
官
給
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
量
も
少
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
章
で
は
皇
一
帝
親
祭
の
嘗
日
に
は
朝
賀
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
朝

賀
に
列
席
す
る
百
寮
の
主
要
な
構
成
員
が
親
郊
の
祭
儀
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
容
易
に
納
得
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

皇
帝
親
祭
の
場
合
に
は
多
数
の
官
僚
及
び
将
士
の
参
列
が
あ
っ
た
こ
と
は
無
理
な
く
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
有
司
掻
事
と
皇
帝
親
祭
と
の
相
違
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の
第
一
貼
は
、
宗
廟
郊
杷
を
問
わ
ず
後
者
で
は
参
列
者
が
多
く
費
用
が
諸
大
に
な
る
こ
と
、
逆
に
い
え
ば
前
者
で
は
参
列
者
が
限
定
さ
れ
費
用

も
削
減
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
大
唐
開
元
躍
』
巻
二
序
例
中
「
大
駕
歯
簿
」
に
は
、
大
瞳
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
大
駕
の
歯
簿
が
列
奉
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て

の
参
加
者
の
人
数
が
明
記
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
人
数
の
正
確
な
集
計
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
理
念
的
な
歯
簿
の
構
成
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で

因
み
に

き
る
。
現
賓
の
例
で
は
、
穆
宗
長
慶
元
年
〈
八
一
一
一
)
正
月
の
親
郊
が
法
駕
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
が
(『
奮
唐
書
』
袋
二
ハ
穆
宗
紀
)、

『大

唐
開
元
躍
』

に
擦
れ
ば
法
駕
の
参
加
者
は
大
駕
よ
り
や
や
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

貫
際
の
郊
廟
等
の
皇
一
帝
親
祭
に
闘
す
る
分
析
は
更
め
て
別
の
機

舎
に
行
な
い
た
い
が
、
親
祭
に
伴
っ
て
属
従
の
官
僚
に
射
す
る
賜
爵
や
加
官
、
格
土
に
封
す
る
賜
興
、
天
下
に
劃
す
る
賜
輔
等
が
な
さ
れ
る
場

(

幻

)

合
の
あ
っ
た
こ
と
は
見
落
せ
な
い
。
現
貫
に
は
こ
う
し
た
恩
典
も
親
祭
の
経
費
増
を
来
し
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
親
祭
に
際
し
て
人
民
の
直
接



的
負
播
が
増
大
す
る
場
合
も
あ
る
。
郊
廟
の
親
祭
に
閲
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
憲
宗
が
元
和
六
年
(
八
一
一
〉
正
月
一
六
日
に
珠
定
L
た
籍
回

の
親
耕
の
停
止
を
命
じ
た
前
年
一
一
月
九
日
丙
午
の
制
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
(
『
加
府
元
亀
』
巻
二
五
帝
王
部
籍
回
〉。

ゆ
る

江
准
水
皐
之
齢
、
河
朔
師
旗
之
後
な
る
を
以
て
、
宜
し
く
物
力
を
寛
め
、
以
て
元
元
を
済
ふ
ベ
し
。
況
ん
や
三
農
休
息
之
時
に
嘗
り
、
百

(

勾

)

司
供
具
の
費
(
有
り
)
、
道
塗
に
渥
掃
し
、
勤
第
を
暴
露
す
る
は
、
協
然
と
し
て
優
に
在
り
、
是
を
用
て
中
止
せ
よ
。
前
に
成
命
有
り
て
皆

き
だ

己
に
施
行
せ
る
と
雄
も
、
而
る
に
重
ね
て
吾
が
民
を
煩
せ
ば
則
ち
固
く
必
め
る
無
か
れ
。
其
れ
来
年
正
月
十
六
日
の
籍
回
の
躍
は
宜
し

〈
停
む
べ
し
。

要
す
る
に
災
害
や
戟
火
の
後
は
民
力
を
休
養
す
べ
き
で
あ
り
、

翌
年
正
月
に
珠
定
し
た
籍
回
の
躍
を
停
止
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
)
文
脈

か
ら
見
て
「
道
塗
漉
掃
、
暴
露
動
制
労
」
は
人
民
の
負
措
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
皇
城
に
あ
る
太
廟
の
場
合
は
と
も
か
く
、
長
安
域
外

(

お

)

の
南
郊
壇
(
閤
丘
)
に
皇
一
帝
が
赴
く
時
の
道
路
の
清
掃
も
人
民
の
負
捲
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、

皇
帝
親

(
川
品
)

祭
に
伴
う
特
別
な
負
措
の
一
斑
を
素
描
し
た
。

さ
て
次
に
、
親
祭
に
つ
い
て
は
そ
の
貫
行
を
宣
言
し
た
詔
書
が
事
前
に
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
親
祭
の
延
期
や
停
止
を
命
じ
た
詔
書
も
あ

り
、
長
期
間
に
亙
っ
て
親
祭
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
捧
現
し
た
詔
書
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
見
れ
ば

J

ど
の
よ
う
な
場
合
に
親
祭

が
行
な
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
ど
れ
程
以
前
に
決
定
さ
れ
た
の
か
、
等
々
の
こ
と
が
剣
る
。
今
見
た
よ
う
に
、
皇
帝一
親
祭
は
有
司
揖
事
に
比
べ
て

参
加
者
も
多
く
経
費
も
多
額
に
昇
る
の
で
、
儀
注
の
制
定
も
含
あ
て
準
備
に
は
相
嘗
の
日
数
が
掛
る
の
は
嘗
然
で
あ
る
ー
し
か
し
、
親
祭
の
責

行
が
事
前
に
詔
書
で
宣
言
さ
れ
る
所
に
、
有
司
援
事
に
謝
す
る
皇
一帝一
親
祭
の
特
殊
性
が
示
さ
れ
て
い
る
黙
は
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か

も
、
今
日
我
々
が
入
手
し
得
る
詔
書
は
'必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、

親
祭
の
中
で
も
比
較
的
重
要
な
例
に
照
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以

(
お
)

下
の
諸
例
を
奉
げ
て
お
き
た
い
。

293 

『
般
府
元
亀
』
巻
三
三
一
一
帝
王
部
崇
祭
間
二
に

天
賓
元
年
正
月
丁
未
改
元
す
。

壬
申
詔
し

(
中
略
)
是
月
甲
寅
、
霊
符
を
予
喜
蓋
の
西
に
得
、
・
百
官
は
徽
競
を
崇
く
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
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て
日
く
、

ふ

か

あ

き

ら

(
中
略
)
幽
く
惟
新
之
暦
を
賛
か
に
し
、

克
く
永
代
之
鮮
を
彰
か
に
し
、

十
八
日
に
太
廟
に
享
し、

二
十
日
に
南
郊
に
有
事
す
ベ
し
。

宜
く
把
典
に
遁
ひ
、
式
て
昭
報
を
陳
ぶ
ベ
し
。
来
月

(中略〉

其
れ
北
郊
は
宜
〈
公
卿
を

十
五
日
を
以
て
玄
元
皇
帝
廟
に
耐
し
、

差
し
て
日
を
揮
。
ひ
て
祭
る
ベ
し
。

と
あ
る
。
こ
の
年
正
月
に
改
元
し
た
後
、
玄
元
皇
帝
(
老
子
)
が
大
明
宮
南
門
の
丹
鳳
門
に
降
っ
て
霊
符
が
予
喜
の
故
宅
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
、

述
べ
た
の
ち
、

そ
こ
で
玄
元
皇
帝
廟
を
大
寧
坊
に
置
く
こ
と
と
し
た
ハ
『
奮
唐
書
』
玄
宗
紀
下〉。

(
M
A
)
 

廟
|
南
郊
の
親
祭
を
行
な
う
よ
う
定
め
た
も
の
で
あ
る
の
け
従
っ
て
こ
れ
は
臨
時
の
祭
記
に
閲
す
る
例
で
あ
る
が
、
詔
書
の
瑳
布
さ
れ
た
一
月
二

六
日
壬
申
か
ら
玄
元
皇
帝
の
鮒
廟
の
行
な
わ
れ
る
二
月
一
五
日
辛
卯
ま
で
は
一
九
日
の
聞
が
あ
る
。
次
に
同
書
巻
三
四
帝
王
部
崇
祭
紀
三
粛
宗

元
年
建
子
月
(
上
元
二
年
二
月
〉
の
詔
は
、
従
来
の
年
践
を
贋
し
、
月
も
建
子
・
建
寅
等
と
数
え
る
よ
う
に
定
め
た
こ
と
を
郊
廟
に
告
げ
る
旨

「
宜
く
今
月
二
十
八
日
を
取
り
て
太
清
宮
に
朝
献
し
、
二
十
九
日
太
廟
と
元
献
廟
と
に
享
し
、
来
月
一
日
園
丘
及
び
太
一

壇
に

『
責
治
逼
鑑
考
異
』
巻
一
六
に
操
れ
ば
、

こ
の
詔
書
は
そ
れ
を
記
念
し
て
、
新
設
の
玄
元
廟
に
績
い
て
太

祭
る
ベ
し
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

の
一
二
月
一
日
辛
亥
の
一
二
目
前
に
嘗
る
。

(

幻

〉

お
り
、
こ
の
詔
書
の
護
布
は
そ
の
翌
日
、
従
っ
て
こ
の
度
の
親
郊
は
臨
時
の
祭
杷
で
あ
る
。

詔
書
が
出
さ
れ
た
の
は
一
一
月
一
八
日
己
亥
で
あ
り
、

親
郊
嘗
日
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同
書
は
一
一
月
一
七
日
戊
民
多
至
に
有
司
援
事
で
南
郊
〈
園
丘
〉
の
祭
杷
が
行
な
わ
れ
た
と
見
て

ま
た
『
般
府
元
亀
』
巻
三

O
一
帝
王
部
奉
先
三
代

宗
贋
徳
二
年
(
七
六
四
〉
僚
に
は
、
「
正
月
丙
辰
敷
す
、
来
月
七
日
を
以
て
太
廟
に
饗
す
、
と
。
二
月
甲
氏
親
ら
太
廟
九
室
に
享
す
」
と
あ
る
。

『
唐
代
の
暦
』
で
は
二
月
甲
戊
は
七
日
で
な
く
六
日
で
あ
る
が
、
『
資
治
逼
鑑
』
巻
二
二
三

・
『
新
唐
書
』
巻
六
代
宗
紀
で
は
六
日
甲
民
に
太

廟
で
の
親
饗
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
聞
は
一
八
日
で
あ
る
。

以
上
の
三
例
は
、
親
祭
の
決
定
ま
た
は
宣
言
か
ら
貫
施
ま
で
の
期
聞
が
一
箇
月
以
内
の
も
の
で
あ
る
。

抱
』
巻
六
四
貞
元
六
年
九
月
の
詔
(
六
四
頁
〉
は
一
一
月
八
日
(
冬
至
〉
に
郊
杷
を
行
な
う
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
場
合
既
に
二
箇
月
前
に
親
祭

が
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
註
(
鈍
〉
に
引
い
た
貞
元
九
年
一
一
月
の
太
廟
の
親
祭
に
つ
い
て
は
、
『
唐
曾
要
』
巻
三
五
樟
実
同
年
九
月
の
太
常
奏

(

お

〉

で
貢
奉
人
の
謁
先
師
が
親
享
と
同
日
と
な
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
も
少
な
く
と
も
二
箇
月
前
に
は
親
祭
が
決
定
し
て
い

こ
れ
に
劃
し
、

前
出
の
『
加
府
元



た
こ
と
が
剣
る
。
ま
た
、

『
加
府
元
魯
』
巻
六
五
一
帝
王
部
設
競
令
四
に
は

宣
宗
禽
昌
六
年
を
以
て
即
位
し
、
十
一
月
南
郊
に
有
事
せ
ん
こ
と
を
議
す
。
教
し
て
日
く
、
聖
人
は
園
丘
に
巌
配
し
、
持
に
孝
を
以
て
天

下
を
理
め
ん
と
し
、
市
し
て
歴
代
之
に
因
り
、
務
め
て
大
赦
を
行
な
ふ
。

菟
滞
せ
る
者
は
昭
洗
に
従
ふ
べ
く
も
、
険
悪
な
る
者
は
宜
く
澄

清
を
一
示
す
ベ
し
。
所
有
の
大
躍
前
に
有
罪
の
己
に
結
す
る
者
亦
在
る
に
擦
り
、
速
に
詳
議
せ
し
め
て
姦
に
恵
む
に
至
る
無
か
れ
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
舎
昌
六
年
(
八
四
六
)
三
月
に
即
位
し
た
宣
宗
が
、
即
位
後
最
初
の
親
郊
を
前
に
し
て
犯
罪
者
の
慮
分
を
促
し
た
敷
書
で

あ
る
が
、
宣
宗
の
親
郊
は
翌
大
中
元
年
正
月
に
行
な
わ
れ
た
(
拙
稿
b
V
よ
っ
て
こ
こ
か
ら
、
親
祭
が
寅
施
の
二
箇
月
前
に
定
ま
っ
て
い
た
こ

と
と
、
曾
昌
六
年
多
至
の
郊
杷
は
有
司
揖
事
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
の
二
黙
が
確
認
で
き
る
。
以
上
三
例
は
、

郊
記
を
中
心
と
し
た
定
期
的
な

祭
杷
が
二
箇
月
前
に
は
決
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

一
旦
決
定
し
た
親
祭
を
中
止
し
た
例
と
し
て
は
、

同
書
巻
三

O
一
帝
王
部
奉
先
三
徳
宗
輿
元
元
年
ハ
七
八
四
〉

一
二
月
二
七
日
甲
午
の
詔
が
あ
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り
、
そ
れ
に
は

克
く
大
難
を
卒
げ
載
に
嘗
京
を
復
す
。

ハ
中
略
)
其
れ
来
年
の
郊
廟
に
告
謝
す
る
に
、
百
寮
の
後
期
を
侯
た
ん
と
請
ふ
は
之
を
可
と
す
べ
し
。
其
れ
元
自
に
含
元
殿
に
御
す

る
は
式
に
準
ぜ
よ
。

と
あ
る
。
翌
年
貞
元
元
年
の
一
一
月
に
は
太
廟
と
南
郊
と
の
親
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
は
正
月
に
行
な
う
諜
定
の
郊
廟
の
親

(
m
m
〉

祭
が
延
期
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
例
で
は
、
遅
く
と
も
一
一
・
一
二
月
中
に
は
翌
年
正
月
の
親
祭
が
決
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
さ
き
に
鯛
れ
た
憲
宗
元
和
六
年
正
月
一
六
日
の
籍
回
(
六
五
頁
)
の
場
合
、
停
止
が
決
定
し
た
の
は
前
年
の
一
一
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、

『
脱
出
府
元
亀
』
巻
一
一
五
か
ら
一

O
月
二
O
日
丁
亥
に
親
祭
が
決
定
し
た
こ
と
が
剣
る
。

こ
の
場
合
に
も
三
箇
月
前
の
決
定
と
な
る
。

最
後

に
、
註
ハ
日
〉
所
掲
の
拙
稿
で
述
べ
た
貞
観
一
七
年
と
開
元
一
一
年
と
の
場
合
を
拳
げ
る
と
、
前
者
で
は
親
郊
の
詔
書
が
出
さ
れ
た
一

O
月
八
日

甲
寅
か
ら
親
郊
の
あ
っ
た
一
一
月
三
日
己
卯
ま
で
の
聞
は
二
五
日
で
あ
る
。

先
淳
人
に
在
り
、
上
一
帝
我
に
臨
む
を
頼
り
、

方
に
躍
を
郊
丘
に
展
ベ
罪
を
宗
廟
に
請
は
ん
と
欲

す。
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親
祭
は
有
司
掻
事
に
努
更
〉
が
決
定
し
た
の
は
遅
く
と
も
五
月
中
で
、

箇
月
前
に
朔
る
。

ま
た
、

一
一
月
二
ハ
日
多
至
の
親
郊
を
定
め
た
制
書

の
護
布
は
九
月
二

O
日
笑
未
、
こ
の
聞
は
五
五
日
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
に
若
干
の
追
記
を
加
え
て
表
一
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
擦
れ
ば
、
親
祭
の
決
定
か
ら
寅
施
の
初
日
ま
で
の
聞
が
二

O
日
に
満
た

な
い
の
が
三
例
、
二
五
日
が
一
例
あ
る
一
方
、
二
箇
月
が
四
例
(
開
元
二
年
九
月
の
例
も
含
む〉、

三
箇
月
以
上
に
及
ぶ
も
の
も
一
例
あ
る
。
そ

し
て
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
詔
敷
の
護
布
か
ら
親
祭
の
寅
施
ま
で
の
期
聞
が
二

O
日
以
内
の
三
例
が
、
い
ず
れ
も
臨
時
の
祭
記
と
解
揮
し
得
る

こ
と
で
あ
る
。
玄
宗
天
賓
元
年
と
粛
宗
元
年
と
の
二
例
に
つ
い
て
は
、
文
中
で
そ
の
黙
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
代
宗
康
徳
二
年
の
祭
組
は
、
唐

後
半
の
諸
皇
帝
が
即
位
後
に
行
な
っ
た
太
清
宮
l
太
廟
|
南
郊
の
親
祭
の
最
初
の
例
で
あ
る
が
(
拙
稿
b
〉
、
新
穀
の
祭
天
の
日
と
さ
れ
る
正
月

上
辛
に
で
は
な
く
二
月
に
行
な
っ
た
の
は
、
二
月
己
巳
朔
日
に
薙
玉
造
(
徳
宗
〉
が
皇
太
子
に
筋
立
さ
れ
た
こ
と
(
『
奮
唐
書
』
袋
二
代
宗
紀
)

(

ぬ

)

(

引

札

)

と
関
係
が
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
例
が
す
べ
て
正
祭
で
あ
る
と
い
う
諜
で
は
な
い
が
、

多
至
に
関
係
す
る
四
例
で
は
い
ず
れ
も
郊
杷
の
目
次
は
正

れ
が
親
祭
の
逼
常
の
準
備
期
聞
と
見
倣
さ
れ
る
。
ま
た
以
上
に
述
べ
た
諸
例
に
は
、
い
ず
れ
も
親
祭
を
行
な
う
べ
き
何
ら
か
特
定
の
理
由
が
存

(

M

M
〉

在
し
た
。
そ
し
て
、
宣
宗
舎
昌
六
年
多
至
の
郊
把
に
つ
い
て
推
定
し
た
よ
う
に
、
親
祭
の
宣
言
か
ら
貫
行
ま
で
の
聞
に
定
例
の
郊
廟
の
祭
杷
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
有
司
揖
事
で
行
な
わ
れ
た
筈
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
皇
帝
一
親
祭
と
有
司
援
事
と
は
遁
嘗
に
使
い
わ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か

- 69-

確
で
あ
る
。
す
る
と
、
通
常
の
祭
把
を
皇
帝一
が
親
祭
す
る
場
合
に
は
概
ね
二
箇
月
前
に
は
そ
の
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
、
と
言
え
よ
う
。
即
ち
こ

っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
判
明
し
た
所
で
は
、
親
祭
は
相
嘗
の
準
備
期
聞
を
置
き
、
特
定
の
目
的
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
る
重
要
な
祭
紀
で
あ

っ
た
。
す
る
と
有
司
掻
事
は
、
主
に
定
期
的
な
通
常
の
祭
杷
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
有
司
掻
事
の
頻
度
が
極
め
て
高
い
こ
と
、
記
録
に
残
る
親
祭
の
貫
施
例
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
も
'
無

理
な
く
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
行
論
中
に
太
宗

・
玄
宗

・
文
宗
に
つ
い
て
、
剖
位
後
数
年
聞
は
親
祭
を
行
な
っ
て
い
な
い
と
見
ら
れ

る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
一
章
の
考
察
の
結
果
と
こ
れ
ら
の
事
例
と
か
ら
、
現
賞
に
皇
一
帝
親
祭
は
む
し
ろ
稀
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
特
別
な
祭
杷
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
た
め
て
郊
杷
・
宗
廟
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
れ
ら
は
皇
帝
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
二
大
祭
杷
で
あ
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る
が
、
唐
代
で
は
通
常
は
有
司
援
事
で
運
営
さ
れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
親
祭
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
時
に
事
前
に
詔
が
出
さ
れ
、

種
々
の
準
備

が
行
な
わ
れ
て
か
ら
親
祭
が
賞
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
に
、
有
司
掻
事
と
皇
帝一
親
祭
と
で
規
模

・
費
用
・
参
列
者
に
差
が

あ
り
、
役
割
も
相
違
し
て
い
た
と
な
る
と
、
有
司
援
事
が
軽
視
さ
れ
る
事
態
の
護
生
も
嘗
然
環
想
さ
れ
る
。
本
章
の
-
初
め
に
峯
籍
の
上
奏
に
答

え
た
文
宗
の
言
葉
を
引
い
た
が
(
六
三
頁
)
、
そ
れ
に
は
績
け
て

「比
ろ
聞
く
に
、
主
者
慶
ま
ず
、
祭
器
勢
倣
に
し
て
、

(

お

〉

ず
。
卿
宜
し
く
有
司
に
巌
救
し
て
、
吾
が
此
意
を
道
ふ
ベ
し
。
」
と
あ
り
、
果
し
て
そ
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

腹
の
、
こ
の
有
司
揖
事
の
形
骸
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
一章
に
更
め
て
論
じ
よ
う
と
思
う
。

事
紳
鏑
潔
の
義
に
非

親
祭
の
重
視
と
は
裏

揖
官
と
有
司
掻
事
の
形
骸
化
と
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
皇
帝
親
祭
に
つ
い
て
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
し
、

親
祭
が
む
し
ろ
特
殊
な
事
例
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
章
で

は
、
逆
に
一
般
的
な
事
例
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
有
司
掻
事
に
つ
い
て
、
撮
官
の
官
職
と
形
骸
化
の
問
題
と
を
中
心
に
見
て
い
き
た

B
V
 

- 70ー

『
大
唐
開
元
種
』
で
は
、
大
問
の
揖
祭
は
太
尉
・
司
徒
・
司
空
の
三
公
を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
買
に
ど
の
よ
う

な
官
職
が
三
公
の
各
官
に
比
擬
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
大
唐
六
典
』
巻
一
太
尉
に
は

武
徳
の
初
め
秦
王
之
を
粂
ぬ
。
永
徽
中
長
孫
無
忌
之
と
焦
る
。
其
の
後
親
王
の
三
公
を
奔
す
る
者
は
皆
硯
事
せ
ず
、
祭
撞
に
は
即
ち
援
者

駕
を
行
な
ふ
。

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
永
徽
以
降
は
現
買
に
三
公
に
あ
る
も
の
と
祭
躍
の
三
公
と
は
劉
麗
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
詔
敷
や
上
奏
文
か

ら
、
三
公
を
援
す
べ
き
も
の
と
し
て
事
げ
ら
れ
た
官
職
を
掲
げ
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
敬
宗
賓
暦
元
年
の
欄
は
監
察
御
史
劉
寛
夫

の
上
言
に
擦
る
も
の
で
、
そ
の
採
否
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
元
和
四
年
の
欄
は
、

『
唐
曾
要
』
巻
六

O
監
察
御
史
大
和
二
年
(
八
二
八
〉
僚
と

「
比
来
吏
部
因
循
に
し
て
前
後
の
敷
文
を
守
ら

『
嘗
唐
書
』
巻
一
四
九
柳
登
俸
附
柳
環
俸
と
に
見
え
る
環
の
上
奏
文
に
擦
る
も
の
で
あ
る
が
、
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.
す
、
用
人
消
や
軽
し
。
請
ふ
ら
く
は
今
年
の
多
季
よ
り
吏
部
に
勤
(
敷
)
し
て
開
元

・
元
和
の
敷
例
に
準
じ
て
差
官
せ
し
め
よ
。
之
に
従
ふ
。
」
と

あ
り
、
こ
こ
か
ら
文
宗
朝
の
「
用
人
精
軽
ι
の
朕
況
を
窺
う
こ
と
は
出
来
る
が
、
大
和
年
聞
の
具
瞳
的
な
揖
官
職
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

表
こ
か
ら
得
ら
れ
る
揖
官
の
多
く
は
宗
廟
の
官
で
あ
る
。
五
享
(
五
饗
〉
と
い
う
の
は
四
時
祭
の
こ
と
で
、

唐
代
で
は
四
孟
月
及
び
蝋
日
に

表
に
依
れ
ば
、
太
廟
五
享
の
掻
官
は
左
右
丞
相

299 

行
な
わ
れ
る
の
で
五
享
と
も
い
う
。
従
っ
て
こ
れ
は
正
祭
・
告
祭
の
う
ち
の
正
祭
で
あ
る
。
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(
H僕
射
)
・
六
部
尚
書
等
の
向
垂
直
省
の
官
僚
と
、
太
子
少
保
・
少
停
・
賓
客
・

倉
事
の
東
宮
府
の
官
僚
、

及
び
嗣
王

・
郡
王
等
の
宗
室
と
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
唐
六
典
』
で
は
巻
一
冒
頭
に
三
師
三
公
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
向
書
都
省
の
諸
官
が
並
ぶ
。
そ
し
て
向
書
令
の

僚
に
は
「
百
官
を
総
領
し
、
端
撲
を
儀
刑
す
る
を
掌
る
よ
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

百
官
を
綿
領
す
る
と
さ
れ
る
向
書
の
官
と
三
公
と
の
開

に
観
念
的
な
親
近
性
が
あ
る
所
か
ら
、
向
書
の
筆
頭
で
あ
る
左
右
僕
射
や
六
尚
書
が
三
公
に
比
擬
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
史
大
夫
が
見
え
る

の
は
、
御
史
大
夫
即
ち
大
司
空
が
漢
代
に
三
公
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
嗣
王
・
郡
王
が
出
て
く
る
の
は
一帝
室
の
宗
廟
で
あ

れ
ば
首
然
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
『
加
府
元
亀
』
巷
三
O
一
帝
王
部
奉
先
三
開
元
二
七
年
二
月
己
巳
僚
に

詔
し
て
日
く
、
宗
廟
敬
を
至
す
は
必
ず
在
す
が
如
く
を
先
に
し
、
一
紳
人
依
る
所
は
族
に
非
ざ
る
を
取
る
な
し
と
は
、
深
く
惟
れ
至
理
に
し

て
用
て
切
に
心
に
因
る
。
其
れ
躍
に
太
廟
五
享
に
縁
る
べ
く
ん
ば
、
宗
子
及
び
嗣
・

郡
王
中
よ
り
徳
望
有
る
も
の
を
棟
揮
し
て
三
公
を
揖

し
て
行
事
せ
し
め
よ
。
其
れ
異
姓
の
官
吏
は
須
く
揖
せ
し
め
ざ
れ
。
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と
あ
り
、
太
廟
の
揖
官
に
は
皇
帝
の
宗
族
か
ら
適
任
者
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る。

し
か
し
こ
う
し
た
原
則

が
寅
践
し
難
か
っ
た
こ
と
は
、
表
の
前
後
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
太
子
三
少
は
正
二
品
で
あ
り
、
唐
代
の
ど
の
責
務
官
と
比
べ
て
も
官
品

は
高
い
(
左
右
丞
相
は
従
ニ
品
)
。

開
元
二
三
年
の
欄
に
特
進
が
見
え
る
の
も
、
同
じ
く
正
三
品
の
文
散
官
で
あ
る
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
太
子
賓
客
・

倉
事
は
共
に
正
三
品
で
、
官
品
は
六
山
門
書
に
等
し
い
。
こ
の
こ
と
が
、

東
宮
府
の
こ
れ
ら
の
官
が
表
示
さ
れ
る
主
な
理
由
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
開
元
年
聞
を
中
心
と
し
て
見
る
と
、
宗
室
の
代
表
者
と
並
ん
で
尚
書
省
の
高
官
と
御
史
大
夫
、
及
び
太
子
三

少
・
賓
客
・
特
進
等
が
三
公
の
掻
官
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、

漢
代
以
来
の
三
公
と
の
親
近
性
を
有
す
る
官
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る

高
い
官
品
を
持
つ
官
職
で
あ
る
か
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
安
史
の
凱
以
降
は
、
僕
射
や
六
向
書
が
外
官
の
節
度
使
を
初
め
と
す
る
他
の
官
職
の
者
に
酬
動
と
し
て
興
え
ら
れ
て
尚
書
の
質
権
は
左

(
担
〉

右
丞
・
侍
郎
に
移
り
、
そ
の
結
果
向
書
の
宮
と
し
て
は
却
っ
て
丞
郎
が
貴
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
開
成
四
年
の
欄
に
、
尚
書
僕
射
に
代
っ

て

左
右
丞
・
列
曹
侍
郎
と
い
う
尚
書
省
の
下
位
の
官
職
が
浮
上
し
て
い
る
の
は
以
上
の
質
態
に
即
醸
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
以
て
三



公
の
揖
官
の
格
下
附
と
受
取
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
賓
暦
元
年
の
欄
で
は
封
象
と
な
る
祭
祖
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
開
元
二

七
年
以
前
の
太
廟
五
享
の
欄
及
び
主
に
太
廟
を
指
す
と
思
わ
れ
る
開
成
四
年
の
「
其
徐
大
洞
」
欄
と
揮
官
が
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
欄
の

封
象
と
な
る
祭
杷
も
太
廟
五
享
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
如
く
、
最
後
の
天
祐
二
年
の
例
を
除
い
て
は
主
に
太
廟
五
享
の
揖

官
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
現
買
に
は
太
廟
五
享
の
揖
祭
は
さ
ら
に
下
級
の
官
僚
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

そ
の
弊
風
を
是
正
す
ベ
く
記
さ
れ
た
詔
敷
文
や
上
奏
文
に
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
に
つ

た
。
表
示
し
た
諸
例
の
大
半
は
、

い
て
は
、
各
時
期
に
お
け
る
太
廟
五
享
の
揖
官
の
原
則
的
或
い
は
理
想
的
な
ラ
イ
ン
・
ア
ッ
プ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
元
和
四
年
の
欄
に
は
太
廟
の
告
祭
が
あ
り
、
掻
官
に
宰
相
が
登
場
し
て
い
る
。
開
成
四
年
の
南
郊
と
太
清
宮
の
揖
官
も
同
様
に
宰
相

で
あ
る
。
現
賓
に
有
司
揖
事
で
行
な
わ
れ
た
郊
記
で
揖
官
の
判
明
す
る
例
と
し
て
は
、
開
元
二
五
年
(
七
三
七
〉

一
O
月
庚
申
に
李
林
甫
・
牛

仙
客
が
南
北
郊
を
祭
っ
た
も
の
が
あ
る
〈
『加
府
元
亀
』
巻
二
四
帝
王
部
符
費
二
)。
嘗
時
李
林
甫
は
兵
部
尚
書
粂
中
書
令
、
牛
仙
客
は
工
部
尚
書
同

(

お

〉

中
書
門
下
三
口
聞
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
に
彼
等
が
郊
杷
を
掻
祭
し
た
の
は
、
前
年
に
張
九
齢
を
追
放
し
て
嘗
時
彼
等
が
宰
相
中
の
最
有
力
者
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
り
、
丘
ハ
部
向
書
・
工
部
尚
書
と
い
う
尚
書
の
官
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
年

代
は
離
れ
る
が
開
成
四
年
の
南
郊
・
太
清
宮
の
欄
及
び
天
一
筋
二
年
の
掻
太
尉
等
の
欄
と
よ
く
割
腹
す
る
。
そ
の
天
祐
二
年
八
月
の
敷
文
は
、
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O
月
九
日
に
議
定
さ
れ
た
京
一
帝
の
南
郊
親
祭
を
前
に
し
て
、
嘗
時
正
守
太
尉
中
書
令
で
あ
っ
た
副
元
帥
梁
王
朱
全
忠
と
、
正
守
中
書
令
で
あ
っ

た
河
南
安
張
全
義
と
の
二
人
に
劃
す
る
掻
官
の
措
置
を
定
め
た
一
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
天
地
宗
廟
の
告
杷
の
揖
官
を
列
奉
し
た
あ
と
に

今
太
尉
副
元
帥
は
任
は
藩
垣
に
冠
た
り
。
行
種
之
時
に
遁
ふ
毎
に
、
或
は
京
圏
に
在
ら
ざ
ら
ば
卸
ち
事
須
く
太
尉
を
差
撮
し
て
行
事
せ
し

む
べ
し
。
全
義
は
見
に
闘
下
に
居
り
て
任
中
植
を
正
せ
ば
、
更
に
別
宮
を
差
し
て
叉
中
書
令
の
事
を
揖
せ
し
む
可
か
ら
ず
。

其
丸
太
尉
の

官
は
、
如
し
梁
王
朝
現
し
て
京
に
在
ら
ば
便
ち
行
事
を
委
ね
、

如
し
御
き
て
銭
に
赴
か
ば
即
ち
前
に
依
り
て
携
行
せ
よ
。
合
に
差
す
べ
き

所
の
中
書
令
は
便
ち
金
義
に
委
ね
て
本
官
を
以
て
躍
を
行
な
は
せ
よ
。
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と
あ
る
。
こ
の
敷
そ
の
も
の
は
親
祭
を
前
に
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
毎
遇
行
雄
之
時
」
と
あ
る
の
で
、
建
前
で
は
そ
の
他
の
重
要
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な
祭
間
全
般
も
ふ
ま
え
て
こ
の
措
置
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
有
司
援
事
の
際
に
も
朱
全
忠
が
都
に
い
る
場
合
に
は
太
尉
を
掻

官
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
嘗
時
天
地
及
び
宗
廟
で
の
告
祭
に
つ
い
て
は
、
京
一
帝
一
周
漫
の
最
高
貫
力
者
の
朱
全
忠
が
揖

官
で
も
最
右
翼
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
の
李
林
甫
の
場
合
と
事
情
を
共
通
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

甚
だ
史
料
に
は
乏
し
い
が
、
以
上
に
よ
れ
ば
唐
代
で
は
南
郊
及
び
太
廟
告
祭
を
宰
相
が
掻
官
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

す
る
と
、
こ
れ
ら
の

場
合
と
太
廟
の
正
祭
(
五
享
〉
の
場
合
と
で
は
撮
官
に
相
違
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、

年
に
五

回
あ
る
宗
廟
の
正
祭
で
は
運
営
を
固
滑
に
行
な
う
た
め
に
揖
官
が
固
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
に
射
し
、

臨
時
に
行
な
わ
れ
る
告
祭
で
は
そ
の

都
度
援
官
を
定
め
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
南
郊
の
太
尉
が
宗
廟
の
告
祭
と
同
じ
く
宰
相
の
揖
官
で

あ
っ
た
こ
と
の
読
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
宗
廟
の
正
祭
と
告
祭
及
び
郊
杷
と
の
差
異
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
註
ハ
6
)
に

断
わ
っ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
唐
代
の
告
祭
に
つ
い
て
未
だ
充
分
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
試
論
と
し
て
以
下
の
黙
を
述
べ
て
お
き

時
の
祭
把
と
見
倣
さ
れ
る
。
例
え
ば
前
章
に
奉
げ
た
親
祭
の
例
で
も
、

た
い
。
雨
唐
書
本
紀
や
『
資
治
逼
鑑
』
に
見
え
る
宗
廟
の
皇
一
帝
親
祭
を
一

々
吟
味
し
て
ゆ
く
と
、
正
祭
と
解
樟
し
得
る
も
の
は
稀
で
大
牢
は
臨

五
享
や
締
結
に
嘗
る
宗
廟
の
親
祭
は
な
く
、
明
ら
か
に
臨
時
の
祭
杷
と
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認
め
ら
れ
る
も
の
か
(
開
元
二
年
八
月
の
親
鮒
の
穫
を
含
む
〉
、

多
至
の
郊
杷
に
関
係
し
た
祭
杷
で
あ
っ
た
。

る
廟
享
は
本
来
は
告
祭
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
は
別
稿
で
更
め
て
論
じ
た
い
が
、
以
上
か
ら
宗
廟
に
射
し
て
は
郊

記
が
、
ま
た
宗
廟
の
正
祭
と
告
祭
と
で
は
告
祭
が
、
自
主
一
帝
親
祭
に
よ
り
密
接
な
関
係
を
持
つ
祭
杷
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
が
郊
祖
及

(

お

)

び
告
祭
の
重
要
性
に
封
躍
す
る
と
す
れ
ば
、
有
司
揖
事
の
場
合
で
も
こ
の
黙
が
揖
官
に
充
賞
さ
れ
る
官
職
に
反
映
す
る
、
と
想
定
し
得
る
。
天

そ
し
て
、

多
至
の
前
に
行
な
わ
れ

祐
二
年
の
朱
全
忠
を
太
尉
と
す
る
詔
童一一日は
こ
う
し
た
想
定
に
従
う
と
理
解
し
や
す
い
。
ま
た
こ
の
場
合
や
註
(
お
〉
で
燭
れ
た
李
林
甫
ら
の
揖
祭

で
告
天
と
並
ん
で
告
廟
が
出
て
く
る
の
は
、
郊
聞
の
前
に
告
廟
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、

郊
把
や
宗
廟
の
告
祭
の
重
要
性
が

宰
相
の
揖
官
と
な
っ
て
現
れ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
関
連
し
て
、
太
廟
五
享
の
揖
官
に
宗
室
以
外
で
は
尚

書
省
及
び
東
宮
府
の
官
僚
が
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

以
下
の
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

開
元
一
一
年
(
七
二
三
〉
に
中
書
門
下



と
改
稿
さ
れ
た
政
事
堂
か
ら
向
書
僕
射
が
外
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
律
令
官
制
の
要
に
あ
っ
た
向
書
省
の
地
位
は
玄
宗
朝
に
は

〈

向

山

)

(

叩

ぬ

)

既
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
ま
た
東
宮
府
の
官
職
は
、
官
品
は
高
く
と
も
散
地
と
し
て
貫
職
か
ら
外
れ
た
曙
居
の
官
と
目
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て

少
な
く
と
も
開
元
以
降
は
、
観
念
的
に
は
百
官
を
綿
領
し
た
り
、
官
品
で
は
百
官
の
最
上
位
に
あ
っ
た
り
し
て
も
、
責
擢
か
ら
疎
外
さ
れ
つ
つ

あ
る
官
職
の
者
が
概
ね
太
廟
正
祭
の
官
に
充
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
南
郊
及
び
太
廟
の
告
祭
で
宰
相
が
揖

官
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
、
裏
腹
の
現
象
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
必
要
に
雁
じ
て
臨
時
に
行
な
わ
れ
る
告
祭

に
比
べ
-て
、
定
期
的
に
運
用
さ
れ
る
所
に
意
義
の
あ
る
正
祭
が
一
般
の
関
心
を
惹
き
に
く
か
っ
た
こ
と
は
事
買
で
あ
ろ
う
。

今
、
正
祭
に
劃
す
る
関
心
が
失
わ
れ
や
す
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
本
一
章
の
初
め
に
燭
れ
た
大
和
二
年
の
柳
環
の
上
奏
時
、
文
宗
大
和
年
聞
に

は
掻
祭
が
安
易
に
流
れ
、
宗
廟
に
涯
遣
さ
れ
る
官
僚
の
身
分
が
低
下
し
て
い
る
現
朕
を
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
表
に
も
示
し
た
同
じ
文
宗
朝

(

鈎

〉

開
成
四
年
の
監
察
御
史
杜
宣
猷
の
上
言
(
『
崩
府
元
勉
』
巻
五
九
二
掌
穫
部
奏
議
二
O
〉
に
は

臣
伏
し
て
見
る
に
、
近
日
の
大
洞
は
王
府
の
官
を
差
し
て
太
尉
を
撮
し
て
事
を
行
な
は
し
む
、
人
軽
く
位
散
に
し
て
紳
と
交
は
る
に
足
ら

を

か

ば

か

ず
。
陛
下
の
恭
潔
之
誠
を
昧
し
百
霊
の
正
直
之
一
帽
を
阻
む
、
事
に
使
な
ら
ざ
る
有
り
、
寅
に
資
り
て
改
更
す
ベ
し
。

- .75ー

と
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
嘗
時
は
王
府
の
官
員
が
太
尉
を
掻
官
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
嗣
王
等
の
宗
室
の
面
々
が
揖
太
尉
と
な

る
べ
き
所
を
彼
等
も
大
洞
(
主
に
廟
享
で
あ
ろ
う
〉
に
赴
か
ず
、

自
分
の
王
府
の
官
員
に
事
を
行
な
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
章
で
も
有
司
療
事
の
祭
杷
の
不
備
を
停
え
た
史
料
を
彦
げ
た
が
(
七
O
頁
〉
、
こ
う
し
た
こ
と
は
有
司
揖
事
が
常
態
で
形
式
に
流
れ
易
い
こ
と

か
ら
起
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
態
を
戒
め
る
詔
教
か
ら
、
逆
に
有
司
援
事
の
形
骸
化
し
た
寅
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

『
唐
曾
要
』
巻
二
三
縁
記
裁
製
穆
宗
長
慶
二
年
〈
八
一
一
一
一
〉
一
一
月
の
詔
に

郊
廟
之
犠
は
恭
俗
に
本
づ
く
、
罰
軽
く
し
て
慢
を
生
ず
れ
ば
須
く
稽
加
ふ
る
を
議
す
ベ
し
。
今
自
り
己
後
祭
に
臨
ん
で
驚
を
出
づ
る
者
有

ら
ば
、
宜
し
く
一
月
俸
を
罰
す
ベ
し
。
何
り
て
監
祭
使
に
委
ね
て
毎
に
罰
す
る
所
の
官
の
名
衡
を
具
へ
て
聞
奏
せ
よ
。

も
@
い
み

と
あ
る
の
は
、
大
記
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
郊
廟
の
儀
に
あ
っ
て
も
]
祭
躍
の
前
に
行
な
う
賓
の
日
に
措
嘗
の
役
人
が
驚
場
か
ら
出
入
し
て
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い
る
貫
情
を
俸
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
朕
況
は
、
有
司
婚
事
の
場
合
に
起
り
が
ち
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
加
府
元
亀
』
巻
三
四
一帝
王
部

崇
祭
杷
三
文
宗
大
和
九
年
〈
八
三
五
)
二
月
丁
丑
の
詔
は
、
有
司
揖
事
の
祭
杷
の
引
締
め
を
命
じ
た
一
文
で
あ
る
が
、

事
の
類
慶
ぶ
り
を
微
細
に
列
摩
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
嘗
時
の
有
司
揖

聞
く
が
如
く
ん
ば
近
歳
有
司
因
循
に
し
て
事
を
絡
ふ
に
俗
ま
ず
。
牲
栓
に
機
具
の
別
無
く
簿
豆
に
静
嘉
之
容
乏
し
。
鼎
組
は
陳
な
る
と
難

も
薦
差
は
闘
く
こ
と
多
し
。
洞
官
或
ひ
は
粛
粛
に
怠
り
、
脅
吏
喧
吸
す
る
に
至
る
有
り
。
躍
を
際
き
紳
を
潰
す
る
こ
と
斯
よ
り
甚
だ
し
き

は
無
く
、
永
く
言
に
事
を
重
り
用
て
深
衷
よ
り
懐
る
。
今
起
り
己
後
、
太
廟
郊
祉
の
資
郎
は
事
に
先
だ
っ
前
一
日
、
監
察
御
史
に
委
ね
て

子
細
貼
簡
せ
し
め
よ
。
如
し
替
代
し
て
正
身
に
非
ざ
る
者
有
ら
ば
、
時
に
嘗
り
て
禁
身
せ
し
め
推
問
し
て
聞
奏
し
、
嘗
に
科
懲
を
重
く
す

既
に
拐
親
ら
を
責
む
れ
ば
須
く
優
奨
を
議
す
ベ
し
。

(
中
略
)
醸
に
澗
祭
に
縁
る
べ
き
の
官
よ
り
下
資
郎
及
び
太
常
繁
人
吏
等
に

至
る
ま
で
、
致
祭
の
日
に
博
突
飲
酒
喧
呼
争
競
す
る
者
有
ら
ば
、
亦
御
史
蓋
に
委
ね
て
糾
察
聞
奏
せ
し
め
よ
。

ベ
く
、

以
上
は
、
祭
記
に
参
加
す
る
官
吏
の
規
律
の
弛
み
に
つ
い
て
警
告
を
護
し
た
部
分
の
み
を
掲
げ
た
が
、
こ
の
詔
書
に
示
さ
れ
た
問
題
黙
を
網

- 76ー

羅
的
に
由
ぞ
け
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
祭
杷
に
お
け
る
供
具
の
不
備
②
蔚
場
で
の
喧
騒
③
参
加
者
の
入
れ
替
え
④
致
粛
の
日
の
博
突

・
飲
酒

(

M

W

)

 

⑤
供
犠
の
動
物
の
検
査
の
手
抜
き
⑥
廟
鴇
に
お
け
る
耕
墾
・
謹
植
⑦
祭
器
躍
物
の
欠
閥
・
濫
悪
。
こ
う
し
た
吠
況
や
前
述
の
斎
場
か
ら
の
官
員

の
出
入
、
ま
た
揖
官
が
さ
ら
に
王
府
の
官
員
に
代
行
さ
せ
ら
れ
て
い
た
事
貫
を
知
れ
ば
、
九
世
紀
初
頭
で
の
議
祭
の
形
骸
化
が
如
何
に
甚
だ
し

か
っ
た
か
が
剣
る
。
筆
者
は
本
稿
の
初
め
で
は
、
記
録
に
残
ら
な
い
皇
帝
親
祭
の
存
在
の
可
能
性
を
述
べ
た
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
見
て
く
れ

ば
、
そ
の
可
能
性
を
考
え
る
除
地
は
殆
ど
蔑
さ
れ
て
い
な
い
。
皇
帝
親
祭
と
有
司
揖
事
に
よ
る
定
期
的
な
祭
杷
と
の
差
異
は
、
絵
り
に
も
大
き

い
の
で
あ
る
。
現
在
の
記
録
に
残
ら
な
い
皇
一
帝
親
祭
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
現
貫
的
一意一
義
は
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。



お

わ

り

以
上
、
皇
帝
親
祭
と
有
司
揖
事
と
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
三
章
に
亙
っ
て
考
察
し
て
き
た。

初
め
に
、

多
至
の
郊
杷
が
通
常
は
有
司
揖
事
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
代
宗
朝
で
は
そ
の
頻
度
が
極
め
て
高
か

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
皇
帝
親
祭
と
有
司
揖
事
と
の
具
睦
的

相
違
に
つ
い
て
検
討
し
、
定
期
的
な
祭
杷
の
親
祭
で
は
二
箇
月
程
前
に
は
そ
の
寅
行
が
宣
言
さ
れ
る
こ
と
と
、

親
祭
は
参
列
者
が
多
く
準
備
も

入
念
で
費
用
も
多
額
に
昇
っ
た
こ
と
を
指
一摘
し
た
。
最
後
に
有
司
揖
事
の
際
の
揖
官
を
表
示
し
、
特
に
宗
廟
の
正
祭
の
揖
官
が
固
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
そ
の
一
意
味
を
探
っ
た
。
そ
L
て
、
有
司
振
事
が
親
祭
に
比
べ
て
軽
視
さ
れ
や
す
く
、
そ
の
形
骸
化
が
進
行
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
論
謹
の
過
程
で
、
皇
帝
親
祭
に
つ
い
て
は
躍
儀
志
等
に
記
述
の
豊
富
な
正
祭
の
ほ
か
に
、
薩
儀
志
等
に
儀
り
記
述
の

な
い
告
祭
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
上
に
使
用
し
た
史
料
の
多
く
は
唐
も
後
半
期
の
も
の
で
あ
り
、
前
半
期
で

は
後
半
期
ほ
ど
有
司
援
事
が
軽
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
唐
初
か
ら
皇
帝
親
祭
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
皇

帝
親
祭
が
決
し
て
多
く
は
な
く
、
ま
た
多
大
の
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

太
宗
朝
の
馬
周
の
上
疏
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ

- 77ー

る
。
有
司
揖
事
が
形
骸
化
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、

皇
帝一
親
祭
が
重
視
さ
れ
て
い
た
事
貫
に
は
、
唐
初
も
唐
末
も
饗
り
は
な
い
の
で
あ

る

一方、

『
奮
唐
書
』

『
新
唐
書
』

『
責
治
逼
鑑
』
等
か
ら
得
ら
れ
る
皇
一
帝
一
親
祭
の
記
録
に
は
大
き
な
出
入
は
な
く
、

基
本
的
に
は
共
通
す

『
加
府
元
亀
』
や
『
唐
大
詔
令
集
』
或
は
個
人
の
文
集
等
に
も
皇
一
帝
親
祭
に
鯛
れ
た
文
章
が
散
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
ず
例
外

な
く
商
唐
書
本
紀
や
逼
鑑
に
見
え
る
親
祭
の
記
録
に
封
躍
す
る
。
こ
の
こ
と
を
論
誼
の
形
で
呈
示
す
る
の
は
飴
り
に
繁
雑
で
あ
り
殆
ど
不
可
能

る
。
ま
た
、

で
あ
る
が
、
上
述
の
皇
帝
一
親
祭
と
有
司
撮
事
と
の
性
格
の
相
違
に
照
ら
せ
ば
そ
の
理
由
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る。

要
す
る
に
、

唐
代
に
お
い

て
皇
帝
親
祭
は
特
別
な
例
で
あ
り
、
同
時
代
人
に
強
く
意
識
さ
れ
ま
た
史
書
に
も
特
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
記
録
に
残
ら
な
い
親

祭
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
存
在
し
た
理
由
を
積
極
的
に
考
慮
す
る
必
要
性
は
殆
ど
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

305 



初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
入
手
し
得
る
皇
帝
親
祭
の
記
録
を
嘗
時
の
賞
相
を
停
え
た
史
料
と
し
て
ど
の
程
度
利
用
し
得
る
か
、
と
い
う

の
が
唐
代
の
皇
帝
祭
把
を
扱
う
上
で
常
に
筆
者
の
念
頭
を
離
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
論
詮
は
そ
の
黙
を
検
誼
す
る
基
礎
的
作
業
で
あ

ハH
U
)

っ
た
。
次
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
は
、
以
上
を
前
提
と
し
て
皇
帝
親
祭
の
個
々
の
記
録
に
つ
い
て
検
討
し
、
唐
代
の
皇
帝
制
度
に
お
け
る
親
祭
の

306 

意
義
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。
木
稿
で
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
比
較
的
剣
り
に
く
い
有
司
揖
事
に
閲

す
る
諸
黙
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
現
在
入
手
し
得
る
皇
帝
親
祭
に
関
す
る
史
料
が
、
積
極
的
に
活
用
で
き
る
史
料
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

註(
1
〉
漢
代
に
つ
い
て
は
「
中
園
|
|
郊
紀
と
宗
廟
と
明
堂
及
び
封
鵡
」

(
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
第
九
巻
所
校
、
周
子

生
社
、
一
九
八
二
年
)
。
貌
E

日
か
ら
階
唐
に
か
け
て
の
皇
帝
祭
杷
に
つ

い
て
は
、
そ
の
制
度
的
側
面
を
「
貌
菅
よ
り
階
唐
に
至
る
郊
記
・
宗
廟

の
制
度
に
つ
い
て
」
〈
『
史
筆
雑
誌
』
第
八
八
編
第
一

O
放
、
一
九
七
九

年
。
以
下
「
拙
稿
a
」
と
記
す
〉
で
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
主
に
部
位

後
の
郊
腐
の
躍
に
つ
い
て
、
そ
の
貧
態
と
そ
こ
に
含
ま
れ
る
問
題
貼
と

を、

「中
園
古
代
に
お
け
る
皇
帝
祭
記
の
一
考
察
」
(
同
誌
第
八
七
編

第
二
鏡
、

一
九
七
八
年
。
以
下
「
拙
稿
b
」
と
記
す
)
で
考
察
し
た
。

(

2

)

郊
犯

・
宗
廟
に
つ
い
て
は
註
〈
1
〉
所
掲
の
諸
論
考
参
照
。
郊
杷
の
場

合
、
現
寅
に
皇
帝
一
が
親
祭
す
る
の
は
殆
ど
南
郊
で
の
把
天
に
限
ら
れ

る
。
史
料
で
も
郊
犯
の
語
で
賞
質
的
に
は
郊
天
の
意
味
合
-
表
わ
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
も
基
本
的
に
は
郊
紀
を
郊
天
の
意
味
で
用

い
、
特
に
北
郊
で
の
地
紙
の
祭
犯
と
の
匿
別
が
必
要
な
場
合
に
の
み
郊

天
の
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う
宗
廟
の
祭
犯
は

す
べ
て
皇
帯
の
場
合
で
あ
り
、
臣
下
の
宗
廟
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い

な
し

(
3
〉
拙
稿
b
参
照
。
こ
の
黙
に
関
連
し
て
最
近
梅
原
郁
氏
が
「
皇
帝

・
祭

記
・
園
都
」
(
中
村
賢
二
郎
編

『歴
史
の
な
か
の
都
市
|
|
績
都
市
の

社
曾
史
|
|
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
八
六
年
)
に
お
い
て
、

主
に

宋
代
の
皇
帝
親
祭
の
諸
祭
柁
に
つ
い
て
具
鐙
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

そ
れ
ら
が
「
皇
帝
の
権
威
の
全
貌
を
具
健
的
な
か
た
ち
で
人
び
と
の
自

の
前
に
あ
ら
わ
す
儀
躍
な
い
し
は
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
〈
三

O

三
頁
)
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

(
4
〉
漢
代
の
即
位
儀
躍
に
つ
い
て
は
、

西
嶋
定
生
「
漢
代
に
お
け
る
即
位

儀
雄
|
|
と
く
に
一
帝
位
継
承
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
||
」
ハ
原
載
『
榎

博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。
同
氏

『
中
園
古
代
園
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
所
枚
、
東
京
大
翠
出
版
曾
、
一

九
八
三
年
〉
参
照
。

(
5
〉
拙
稿
「
唐
代
の
大
柁
・
中
杷
・
小
紀
に
つ
い
て
」
令
官
同
知
大
皐
皐
術
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研
究
報
告
』
第
二
五
巻
人
文
科
拳
第
二
鋭
、
一
九
七
六
年
。
以
下
「
拙

稿
C

」
と
記
す
。
)
参
照
。
こ
こ
で
そ
の
後
気
附
い
た
史
料
を
補
足
し
て

お
く
。
皇
-
帝
の
御
署
に
つ
い
て
は
、
楊
鎧
『
翰
林
拳
士
院
嘗
規
』
(
知

不
足
資
叢
書
第
一
一
一
一
集
『
翰
苑
群
書
』
上
所
牧
)
「
澗
祭
新
饗
例
」
に

「
南
郊
、
維
年
月
日
嗣
天
子
匡
器
敢
昭
告
子
美
天
上
帝
之
盤
」
と
あ

り
、
「
天
子
臣
莱
」
の
某
H
H
誇
の
部
分
が
自
署
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
例
に
つ
い
て
は
略
記
に
止
め
る
が
、
北
郊
「
嗣

天
子
臣
署
」
五
脅
「
嗣
天
子
匡
署
」
太
廟
「
孝
子
孝
孫
皇
帝
臣
署
」
太

祉
・
太
稜
「
天
子
署
」
五
獄
「
皇
一
帝
器
」
と
あ
る
。
拙
稿
c
で
は
、
祝

版
の
御
暑
と
は

-「
皐
帝
(
天
子
)
臣
某
」
の
う
ち
の

「
臣
莱
」
の
部

分
、
お
そ
ら
く
は
「
某
」
の
部
分
の
み
の
自
署
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

と
推
定
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
推
定
は
以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
支
持
さ

れ
忽
。
ま
た
、
『
崩
府
元
飽
』
巻
五
六
四
掌
麓
部
制
膿
こ
に
は

代
宗
康
徳
二
年
正
月
、
睡
儀
使
杜
鴻
漸
奏
、
郊
廟
大
慮
、
其
祝
文

自
今
己
後
、
請
依
唐
種
板
上
墨
書
、
其
玉
簡
金
字
者
、
一
切
停

(
常
)

援
。
如
允
臣
所
奏
、
望
編
信
用
嘗
式
。
制
回
、
室
用
竹
筒
、
従
古
躍

也。

と
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
康
徳
二
年
(
七
六
四
〉
以
前
に
は
祝
版
に

玉
衡
が
用
い
ら
れ
腕
文
は
金
泥
で
書
か
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
年
に
竹

簡
に
墨
書
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
但
し
『
大
唐
郊
記
録
』
袋
二
煉

盛
に
は白

星
唐
郊
廟
享
組
、
悉
用
祝
版
、
惟
朝
奔
陵
疲
用
玉
崩
鷲
。
天
質
己

後
、
親
杷
郊
廟
、
亦
多
用
玉
加
。
貞
元
二
年
親
有
事
於
郊
廟
、
太

常
博
士
陸
海
上
疏
、
請
準
周
雄
、
祝
版
祭
吃
燭
之
、
詔
可
其
議
。

至
六
年
親
e

記
、
復
改
用
硯
策
、
祭
詑
燭
痘
如
祝
版
之
儀
。
有
司
揚

事
-
各
依
沓
制
也
。

白

「

と
あ
り
、
庚
徳
二
年
以
後
も
皇
帝
親
祭
に
は
多
く
玉
加
が
用
い
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
大
唐
六
典
』
倉

一
四
太
常
寺
・
主
観
僚
に
は
、

「
凡
郊
廟
之
覗
版
、
先
進
取
署
、
乃
迭
洞
所
。
絡
事
則
脆
讃
祝
文
、
以

信
子
科
、
櫨
成
而
焚
之
。
」
と
あ
り
、
皇
脅
か
ら
脱
版
を
受
け
て
洞
所

に
塗
る
の
は
太
風
の
職
掌
で
あ
る
。
な
お
、
前
掲
『
大
唐
郊
記
録
』
貞

元
六
年
僚
で
は
祝
版
は
埋
め
ら
れ
た
よ
う
に
も
受
取
れ
る
が
、
『
大
唐

開
元
麓
』
に
嬢
れ
ば
、
南
郊
で
は
祝
版
は
祭
柁
終
了
時
に
柴
燦
に
附
さ

れ
、
北
郊
及
び
宗
廟
で
は
資
所
ま
た
は
費
坊
で
焼
か
れ
る
。
ま
た
『
加

府
元
亀
』
巻
三

O
一
帝
王
部
奉
先
三
天
賓
九
載
(
七
五

O
)
一
一
月
己
丑

の
制
に自

今
己
後
、
毎
親
告
献
太
清
宮
・
太
微
宮
改
鋳
朝
献
、
有
司
行
宮
干

潟
薦
献
。
穀
告
享
宗
篤
朝
享
、
有
司
行
事
篤
薦
享
。
親
巡
陵
唇
周
朝

奔
、
有
司
行
事
免
奔
陵
。

と
あ
り
、
こ
の
年
以
降
郊
廟
等
の
祭
紀
に
つ
い
て
皐
帯
親
祭
と
有
司
掻

事
と
で
腕
文
の
用
語
が
使
い
わ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
6
〉
『
文
献
遁
考
』
巻
九
九
宗
廟
考
九
の
傘
末
に

按
古
者
宗
廟
之
祭
有
正
祭
、
有
告
祭
、
皆
人
主
親
行
其
躍
。
正
祭

則
時
享
締
給
、
是
也
。
告
祭
則
園
有
大
事
告
於
宗
闘
用
、
是
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
の
引
用
文
に
見
え
る
締
胎
等
の
定
期
的
な
祭
柁

は
正
祭
、
非
常
犯
は
告
祭
と
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
は
充
分
に
述
べ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
宗
廟
の
祭
犯
に
お
け
る
皇
帝
親
祭
は
告
祭
と
思
わ

れ
る
も
の
が
大
学
で
あ
る
。
例
え
ば
即
位
時
の
謁
廟
の
穫
は
告
祭
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
後
註
ハ
鴎
〉
で
鋼
れ
る
貞
観
三
年
正
月
の
謁
太
廟
も
告
祭

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
皇
喬
親
祭
を
論
ず
る
に
は
告
祭
に
注
目
す
る
必

-79ー
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要
が
あ
る
が
、
例
え
ば
『
唐
曾
要
』
巻
一
八
縁
廟
裁
制
下
元
和
一
四
年

二
月
の
園
子
博
士
史
館
修
撰
李
掬
の
奏
議
に
「
故
太
廟
之
中
、
毎
歳
五

饗
六
告
而
己
」
と
あ
り
、
唐
代
で
は
告
祭
は
六
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
未
だ
六
告
の
-内
容
を
把
握
す
る
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
告
祭
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
取
り
あ
え

ず
、
本
稿
で
は
正
祭
以
外
の
宗
廟
の
祭
杷
は
「
臨
時
の
祭
杷
」
と
表
現

し
て
お
く
。
な
お
、
天
の
祭
犯
に
つ
い
て
も
告
祭
は
存
在
す
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

(
7
〉
武
英
殿
緊
珍
版
『
唐
曾
要
』
単
位
二
四
受
朝
賀
同
年

二
月
一
一
一
一
日
候

で
は
、
以
上
の
所
は
「
縁
新
修
傑
絡
賂
畢
、
其
日
記
聞
丘
、
途
改
用
立

冬
日
受
朝
。
」

と
あ
る
が
、
『
加
府
元
勉
』
に
従
い
、
「
畢
」
を
街
字

と
し
、
立
冬
日
を
小
冬
(
至
〉
日
の
誤
脱
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
因
み

に
、
『
唐
禽
要
』
に
接
れ
ば
こ
の
年
は
一
四
日
が
冬
歪
で
あ
り
、
こ
の

上
奏
は
そ
の
前
日
に
な
さ
れ
て
い
る
。

(

8

)

但
し
、
こ
の
殺
そ
の
も
の
は
親
祭
を
前
提
と
し
て
は
い
な
い
。
『
唐

舎
要
』
巻
二
四
に
は

至
天
賓
三
年
十
一
月
五
日
甲
子
冬
至
、
教
、
伏
以
実
天
上
帯
、

義

在
等
殿
、
恭
惟
祭
典
、
毎
用
冬
至
。
銃
子
是
日
有
事
園
丘
、
更
受

朝
賀
、
貧
深
競
傷
。
自
今
以
後
、
冬
至
宜
取
以
次
回
受
朝
、
初
、
氷

魚
常
式
。

と
あ
る
。
即
ち
、
隼
殿
を
義
と
す
る
冬
至
の
郊
杷
嘗
日
に
更
に
受
朝
賀

を
行
な
う
の
は
畏
れ
多
い
、
と
い
う
の
が
次
日
受
朝
に
改
め
た
理
由
で

あ
る
。
皇
帯
親
郊
の
際
に
は
朝
賀
を
別
の
日
に
行
な
う
こ
と
に
既
に
決

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
有
司
掻
事
の
場
合
に
つ
い
て
の
改

正
で
あ
る
。

(

9

)

『加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
に
は

「(貞
元
〉
七
年
正
月
壬
戊
朔
、
帯

不
硯
朝
、
以
去
年
冬
親
郊
故
也
。」
と
あ
り
、
冬
至
の
郊
犯
が
皇
帝
親

祭
で
行
な
わ
れ
る
と
、
翌
年
正
月
の
朝
賀
ま
で
行
な
わ
れ
な
く
な
る。

「〈貞
元
)
十
年
正
月
乙
亥
朔
、

罷
朝
賀
之
躍
、
以
九
年
冬
郊
紀
故

也
。
」
と
あ
る

の
も
、
九
年
冬
至
の
郊
犯
は
徳
宗
の
親
祭
で
行
な
わ
れ

て
い
る
の
で
同
様
で
あ
る
。
従
っ

て、

冬
至
蛍
日
に
郊
犯
の
親
祭
と
朝

賀
の
躍
と
が
共
に
行
な
わ
れ
る
可
能
性
を
考
え
る
必
要
性
は
全
く
な

い
。
ま
た
、
郊
紀
の
親
祭
と
朝
賀
の
躍
と
の
関
係
が
こ
こ
か
ら
も
窺
わ

れ
る
が
、
朝
賀
の
躍
の
性
格
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な

お、

中
村
喬

「
十
一
月
冬
至
節
の
風
習
と
行
事
||
中
園
の
年
中
行
事

に
関
す
る
舞
え
書
|
|
」
〈
『
立
命
館
文
皐
』
第
四
七
八
・
四
七
九
・

四
八

O
説
、
一
九
八
五
年
)
に
は
、

歴
代
王
朝
の
冬
至
の
朝
賀
に
関
す

る
言
及
が
見
ら
れ
る
。

(
凶
)
『
唐
曾
要
』
巻
二
四
に
は
「
大
歴
九
年
十
一
月
八
日
敷
、
故
源
王
妥

引
遜
紳
、
廃
冬
至
朝
賀
。
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
に
嬢
れ
ば
冬
至
嘗
日
の

朝
賀
は
慶
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
皇
帝
親
郊
が
原
因
で
冬
至

蛍
日
の
朝
賀
が
廃
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
時
の
郊
犯
は
有

司
指
事
で
行
な
わ
れ
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
本
文
で
は
皇
帯
親
郊

の
有
無
を
確
め
る
た
め
に
冬
至
の
朝
賀
を
取
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
朝
賀
の
有
無
に
つ
い
て
相
矛
盾
す
る
史
料
が
存
在
し
て
も
、
親
郊

が
な
か

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
論
詮
に
支
障
は
生
じ
な
い
。

〈
日
)
暦
日
の
干
支
の
日
附
へ
の
換
算
は
、
卒
岡
武
夫
『
唐
代
の
暦
』
(
京

都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
、
一
九
五
四
年
)
に
依
る
。
以
下
も
同
様
で

あ
る
。

(
ロ
〉
註
(
8
〉・

(
9
〉
を
参
照
す
れ
ば
、
冬
至
の
翌
日
ま
た
は
前
日
に
朝
賀

nu 。。
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が
行
な
わ
れ
で
も
、
一そ
の
こ
と
が
直
ち
に
冬
至
の
一郊
柁
が
親
祭
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
し
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
因
み
に
『
五
代
曾
要
』

巻
因
縁
犯
裁
製
に

長
輿
二
年
(
九
三
一
)
五
月
、
品
問
書
左
丞
雀
居
倹
奏
、
一
大
洞
・
中

洞
差
官
行
事
、
皇
帝
雄
不
興
祭
、
其
日
亦
不
調
朝
。
伏
見
車
駕
其

日
或
出
治
於
腫
不
便
。
今
後
誘
毎
遇
大
洞
・

中
洞
、
車
駕
不
出
。

従
之
。

と
あ
り
、
五
代
後
唐
で
は
有
司
掻
事
で
も
皇
帝
は
晶
画
自
に
朝
賀
を
受
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
大
柁
・

中
花
の
祭
薩
嘗
日
に
皇
帝
が
時
々
外
出
し
て
い
た
こ
と
が
批
刻
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
本
文
と
関
連
し
て
、
唐
代
で
も
有
司
援
事
。
日
に

皇
帝
は
宮
中
か
ら
出
御
し
な
い
建
前
な
の
で
匡
僚
の
朝
賀
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
た
、
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
註
(
却
〉
参
照
q

(
日
〉
『
加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
で
は
、
容
宗
以
前
の
諸
皇
帝
に
つ
い
て
冬

至
の
朝
賀
の
寅
施
や
停
止
に
つ
い
て
燭
れ
た
記
事
は
な
い
。
し
か
し
、

唐
初
以
来
有
司
掻
事
で
冬
至
の
南
郊
の
祭
犯
を
行
な
っ
て
い
た
、
と
い

う
開
元
八
年
の
中
書
門
下
の
奏
に
錬
れ
ば
、
容
宗
以
前
で
も
冬
至
の
郊

犯
の
有
司
掻
事
に
関
す
る
事
情
は
、
取
立
て
て
以
後
と
努
り
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

(
U
〉
*
は
、
冬
至
嘗
日
に
受
朝
賀
は
な
く
翌
日
に
受
朝
賀
が
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
な
例
で
あ
る
。
Z
は
、
皇
帝
親
祭
以
外
の
理

由
で
冬
至
嘗
日
の
受
朝
賀
が
停
止
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
但
し
-憲
宗
元
和

一
一
年
に
つ
い
て
は
、
『
唐
禽
要
』
巻
二
四
受
朝
賀
に
「
十
一
年
十
一

月
日
南
至
、
不
受
朝
賀
、
以
司
徒
馬
燈
出
葬
故
也
己
と
あ
る
の
に
嬢

る
。
ま
た
*
Z
一
は
、
冬
至
嘗
日
に
百
寮
が
皇
太
后
や
皇
太
子
に
封
し
て

朝
賀
の
儀
躍
を
行
な
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
嘗
日
に
皇
帝
の
受

-朝
賀
が
あ
っ
た
場
合
(
『
加
府
元
亀
』
巻
一

O
七
穆
宗
元
和

一
五
年
燦

参
照
〉
と
な
か
っ
た
場
合
(
同
巻
憲
宗
元
和
三
年
僚
)
と
が
あ
る
が
、

次
章
以
下
に
指
摘
す
る
皇
帝
親
祭
の
特
殊
性
を
知
れ
ば
、
後
者
の
場
合

で
も
皇
帝
の
親
祭
が
嘗
自
に
行
な
わ
れ
た
と
想
定
す
る
の
は
無
理
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
冬
至
賞
日
に
皇
太
后
・
皇
太
子
へ
の
百
寮
の
奉
賀
の
み

が
記
さ
れ
て
い
る
=
場
合
で
も
、
甫
郊
で
の
皇
帝
親
祭
は
な
い
も
の
と
見

倣
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
徳
宗
貞
元
七
年
・
一
一
年
・
憲
宗
元
和
六
年
・
八
年
に

つ
い
て
は
、
『
崩
府
元
亀
』
巻
一

O
七
・
一

O
Aに
冬
至
に
朝
賀
を
受

け
な
か
っ
た
事
寅
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
(
な
お
文
宗
大
和
三
年
一
一

月
辛
巳
冬
至
に
朝
賀
及
び
郊
犯
を
停
止
し
た
と
記
す
の
は
巻
一

O
八
の

誤
り
。
こ
の
年
に
は
↓

一
月
甲
午
冬
至
に
文
宗
の
親
郊
が
あ
っ
た
)
。

こ
れ
ら
の
年
の
郊
柁
も
有
司
掻
事
で
行
な
わ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
嘗

日
の
親
郊
の
有
無
に
関
す
る
判
断
は
こ
こ
で
は
一
際
保
留
し
て
お
く
。

冬
至
の
翌
日
の
受
朝
賀
の
み
記
さ
れ
て
い
る
建
中
元
年
の
例
に
つ
い
て

も
同
様
と
す
る
。

(
M
M

〉
粛
宗
乾
元
二
年
の
倒
に
つ
い
て
は
，
牽
海
中
華
書
局
影
印
明
刊
本
で

は
乾
元
三
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ
次
に
三
年
正
月
の
記
事
が
繍
く

こ
と
か
ら
こ
の
年
の
誤
り
と
剣
る
。
ま
た
、
元
年
(
上
元
二
年
)
の
冬

に
は
粛
宗
の
親
郊
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
冬
至
の
三
週
開
後
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(
日
山
)
拙
稿
b
参
照
。
ま
た
拙
稿
「
唐
代
皇
帝
祭
柁
の
二
つ
の
事
例
|
|
太

宗
貞
観
一
七
年
の
場
合
と
玄
宗
開
元
二
年
の
場
合
|

|
」
(『中
園
古

代
の
法
と
祉
禽
|
栗
原
盆
男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
汲
古
書
院、

一
九
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八
八
年
)
で
は
、
本
稿
の
考
察
の
結
果
と
関
元
一
一
年
冬
至
の
玄
宗
親

郊
ま
で
の
経
緯
と
を
ふ
ま
え
、
こ
の
年
の
親
郊
を
玄
宗
最
初
の
親
郊
と

考
え
た
。

(
げ
)
因
み
に
代
宗
朝
の
宗
廟
に
つ
い
て
は
、

『筋
府
元
勉
』
巻
三

O-帝
王

部
奉
先
三
大
暦
八
年
僚
に
「
十
月
己
酉
、
命
有
司
大
給
於
廟
。
是
日
冬

享
、
因
展
膿
也
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
郊
犯
で
親
郊
が
少
な
か
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
こ
の
文
を
諌
む
と
、
宗
廟
の
正
祭
で
も
有
司
誠

事
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
尽
す
一
例
と
解
穫
し
得
る
。

(
国
)
『
奮
唐
書
』

巻
二
太
宗
紀
上
貞
観
三
年
正
月
僚
に
「
戊
午
謁
太
廟
。

笑
亥
親
耕
籍
因
。
」
と
あ
る
の
に
嬢
れ
ば
、
太
宗
は
既
に
貞
貌
三
年
に

は
太
廟
に
謁
し
て
い
る
。
『
唐
舎
要
』
径
一
一
一
一
親
饗
廟
で
蘇
目
先
は
馬
周

の
上
疏
に
つ
い
て
こ
の
黙
を
疑
問
と
し
て
い
る
が
、

馬
周
が
僅
か
三
年

前
の
事
貨
を
忘
れ
て
い
た
と
も
考
え
難
い
。
既
に
註
(

6

)

で
述
べ
た
よ

う
に
、
宗
廟
の
祭
犯
に
は
定
期
的
な
正
祭
と
臨
時
の
告
祭
と
が
あ
る
。

『
奮
唐
書
』
太
宗
紀
の
記
述
か
ら
察
す
る
に
、
三
年
正
月
戊
午
の
謁
廟

は
笑
亥
の
親
耕
の
前
の
告
廟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
針
し
て

馬
周
は

「宗
廟
之
享
、
未
曾
親
事
」
と
言
っ

て
お
り
、
五
享
六
告
の
う

ち
の
「
享
」
、
邸
ち
正
祭
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
沓

唐
書
』
太
宗
紀
の
謁
廟
の
事
賓
と、

馬
周
の
上
疏
の
内
容
と
を
整
合
的

に
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
解
穫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(日〉

『加
府
元
勉
』
袋
三

O
帝
王
部
奉
先
三
に
は
「
開
成
元
年
七
月
丙

氏
、
監
察
御
史
詩
修
太
廟
祭
器
。
初
脅
言
於
宰
臣
日
・
:
:
」
と
あ
り
、

以
下
『
沓
唐
書
』

雀
賠
俸
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
績
く
が
、
語
句
に
多
少

の
出
入
が
あ
る
。
全
鐙
と
し
て
は
雀
賠
俸
の
方
が
剣
り
易
く
、

『
全
唐

文
』
各
七
三
文
宗
「
度
車
中
記
事
詔
」
も
雀
賠
俸
に
錬
っ
て
い
る
。
但

し
、
開
成
元
年
七
月
丙
戊
と
い
う
日
附
は
『
加
府
元
亀
』
の
み
に
見
え

る
。

〈
初
)
宗
廟
の
祭
紀
が
有
司
掻
事
で
行
な
わ
れ
る
時
の
皇
帝
の
居
場
所
は
不

明
で
あ
る
。
『
大
唐
開
元
種
』
で
は
、
宗
廟
の
正
祭
を
皇
帝
が
親
祭
す

る
と
き
に
は
散
努
は
別
殿
、
致
部
川
は
太
極
殿
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
親
郊
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
『
大
唐
郊
記
録
』
径
一
凡
例
上

で
は
、
皇
帝
親
祭
の
場
合
散
資
は
別
殿
、
致
資
は
宣
政
殿
室
内
で
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
祭
の
場
合
で
も
皇一
帝

は
致
驚
ま
で
宮
城
や
大
明
宮
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、

有
司
療
事
の

時
も
宮
中
を
出
な
い
こ
と
は
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
幻
〉
と
り
あ
え
ず

『
奮
唐
書
』
本
紀
か
ら
若
干
の
例
を
翠
げ
て
お
く
。
太

宗
紀
下
貞
槻
一
七
年
僚
に
は
「
十

一
月
己
卯
、
有
事
子
南
郊
。

壬
午
、

賜
天
下
繭
三
日
。
」
と
あ
り
、
玄
宗
紀
上
関
元
一
一
年
僚
に
は
「
十

一

月
戊
寅
、
親
紀
南
郊
、
大
赦
天
下
。
(
中
略
〉
昇
題
行
事
及
供
奉
官
一一一

品
己
上
賜
爵

一
級
、
四
品
縛
一
階
。
(中
略
)
賜
酪
三
日
、
京
城
五

目
。
」
と
あ
る
。
ま
た
徳
宗
紀
下
貞
元
六
年
僚
に
は
「
十

一
月
庚
午
、

日
南
至
、
上
現
地
美
天
上
帝
於
郊
丘
。
躍
畢
還
宮
、
御
丹
鳳
棲
宣
赦
、

見
越
前
囚
徒
滅
罪
一
等
。
立
伎
絡
土
及
諸
軍
兵
、
賜
十
八
高
段
匹
。」
と

あ
る
。
こ
う
し
た
皇
帯
親
祭
に
伴
う
恩
典
に
つ
い
て
は
、

『
唐
大
詔

令
集
』

所
枚
の
南
郊
赦
文
等
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
さ
ら
に
詳
し
く
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
幻
〉
引
用
文
括
弧
内
の
「
有
」
字
は
、

『唐
大
詔
令
集
』
巻
七
四
籍
回

「元
和
五
年
罷
籍
回
数
」
に
撮
っ
て
補
う
。

〈
お
〉
唐
の
国
丘
は
長
安
城
明
徳
門
外
東
二
里
の
所
に
あ
っ
た
が
、
な
お
四

成
の
園
壇
の
形
跡
を
止
め
て
現
存
し
て
い
る
。
妹
尾
達
彦
「
唐
代
後
半
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期
の
長
安
心
ι
停
奇
小
説
|
|
『
李
娃
俸
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
|
|
」

(
『
日
野
開
三
郎
博
士
煩
寄
記
念
論
集
中
園
祉
禽
・
制
度
・
文
化
史

の
諸
問
題
』
中
図
書
広
、
一
九
八
七
年
〉
五

O
五
頁
補
注
(
2
〉
参
照
。

(
剖
〉
他
に
特
殊
な
例
と
し
て
、
『
加
府
元
亀
』
倉一一一

O-帝
王
部
奉
先
三
徳

宗
貞
一
元
九
年
(
七
九
一
二
〉
僚
に
「
十
一
月
甲
寅
、
朝
享
太
廟
。
前
一
日

有
数
、
至
廟
行
雄
、
不
得
施
祷
、
至
敬
之
所
-
自
今
履
地
而
行
。
」
と

あ
り
、
親
祭
に
備
え
て
宗
廟
中
に
特
に
祷
が
敷
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

註
(
5
〉
に
述
べ
た
如
く
親
祭
で
は
祝
版
に
代
え
て
玉
加
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
も
想
起
さ
れ
よ
う
。
ま
た
同
書
巻
一
四
七
帯
主
部
値
下
二
乾
元
元

年
(
七
五
八
〉
四
月
の
詔
に
、
「
態
縁
南
郊
、
百
司
張
設
、
有
損
百
姓

首
稼
者
、
。
委
京
兆
予
、
随
損
多
少
、
倍
酬
所
損
銭
物
、
使
創
開
奏
。
」

と
あ
る
の
は
、
安
史
の
飢
で
焼
失
し
た
太
廟
の
再
建
に
伴
っ
て
、
四
月

中
に
郊
廟
の
祭
犯
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
際
の
特
例
で
あ
る

が
、
生
育
中
の
作
物
の
損
害
の
補
償
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
春
か
ら
秋

の
親
祭
で
は
、
他
に
も
同
様
の
事
例
は
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
こ
の
ほ
か
、
太
宗
貞
観
一
七
年
(
六
四
三
〉
の
皇
太
子
承
乾
の
厳
嫡

と
耳
百
王
治
(
官
同
宗
)
の
立
太
子
に
伴
う
郊
廟
の
親
祭
、
ま
た
玄
宗
開
元

一
一
年
(
七
一
一
一
ニ
)
の
太
原
巡
幸
後
の
郊
廟
の
親
祭
に
つ
い
て
は
、
前

掲
拙
稿
「
唐
代
皇
帝
祭
犯
の
二
つ
の
事
例
」
参
照
。

(
叩
山
)
こ
れ
以
後
、
皇
帝
の
親
郊
に
際
し
て
前
々
日
に
太
清
宮
に
朝
し
、
前

J
，日
に
太
廓
に
饗
し
、
最
後
に
嘗
日
に
郊
犯
を
行
な
う
形
式
が
定
着
し
、

唐
末
ま
で
遵
守
さ
れ
た
(
拙
稿
b
)。
な
お
、
こ
の
時
は
二
月
に
入
っ

て
皇
地
紙
も
顎
記
す
る
こ
と
に
繁
更
さ
れ
、
郊
犯
は
南
郊
で
天
地
を
合

祭
し
て
行
な
わ
れ
た
。

(
幻
)
『
資
治
遁
鑑
考
異
』
巻
一
ム
ハ
門
建
丑
月
紀
園
丘
太
一

一壇
」
に

貫
録
、
建
子
月
戊
氏
冬
至
、
其
日
記
美
天
上
帯
。
己
亥
、
詔
以
来

月
一
日
祭
園
丘
及
太
一
壇
。
(
中
略
〉
其
冬
至
花
上
帯
、
蓋
有
司

行
事
、
非
親
記
也
。

と
あ
る
。
一

方
の
、
一
一
月
己
酉
か
ら

一
一
一
月
辛
亥
ま
で
の
祭
犯
が
粛

宗
の
親
祭
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『加
府
元
亀
』
巻
三
四
等
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

(
お
)
原
文
は
次
め
湿
り
。

九
年
九
月
太
常
奏
、
以
十
一
月
貢
奉
人
謁
先
師
、

今
輿
親
享
太
廟

日
向
。
准
六
典
、
上
丁
穆
実
、

若
奥
大
記
同
日
、
創
用
中
了
。
謁

先
師
請
別
捧
目
。
従
之
。

な
お
、
こ
の
時
の
親
祭
は
太
清
宮
!
大
廟
|
南
郊
の
順
に
行
な
わ
れ
て

お
り
、
太
廟
皐
濁
の
祭
紀
で
は
な
い
。

(
m
m
)

同
書
同
経
の
記
述
に
撮
れ
ば
、
徳
宗
は
朱
枇
の
飢
を
一中
定
し
て
長
安

に
餓
還
し
郊
廟
に
告
謝
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
な
お
李
懐
光
・
李
希

烈
に
不
穏
な
動
き
が
あ
っ
て
そ
れ
が
見
迭
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、

李
健
光
の
飢
が
卒
定
さ
れ
た
後
の
貞
元
元
年
一
一
月
に
郊
廟
へ
の
告
謝

が
行
な
わ
れ
た
。
陸
費
『
陸
室
公
翰
苑
集
』
巻
六
及
び
『
全
唐
文
』
巻

四
七
五
に
牧
め
ら
れ
た
「
告
謝
美
天
上
帝
加
文
」
「
告
謝
玄
宗
廟
文
」

「
告
謝
粛
宗
廟
文
」
「
告
謝
代
宗
廟
文
」
は
そ
の
時
の
告
文
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の
告
天
文
は
、
「
唐
徳
宗
紳
武
皇
帝
卒
朱
批
後
告
謝
美
天
上

帯
祝
加
文
」
と
い
う
題
で
、

『
唐
文
粋
』
巻
一
一
一
一
に
も
枚
め
ら
れ
て
い

る。

(
鈎
)
『
全
唐
文
』
毎
回
五
二
部
設
「
鴛
郭
令
公
賀
南
郊
大
雄
表
」
に

匡
某
言
、
伏
承
今
月
二
日
加
皇
太
子
、
六
日
朝
敵
太
清
宮
-
七
日

享
太
廟
、
八
日
有
事
子
南
郊
者
、
款
謁
宮
廟
、
晶
君
m
租
禰
、
展
敬
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天
之
種
、
百
一
柳
受
職
、
宏
主
幽
国
之
義
、
高
園
以
貞
、
率
土
之
演
、

執
不
肝
戴
。

と
あ
り
、
皇
太
子
の
筋
立
か
ら
南
郊
ま
で
一
連
の
行
事
と
し
て
催
さ
れ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

〈m
U
)

玄
宗
開
元
一
一
年
八
月
の
廟
享
は
時
祭
・
締
給
の
い
ず
れ
で
も
な

く
、
献
租
・
輸
出
租
の
一
柳
主
を
太
廟
に
鮒
し
た
親
鮒
の
躍
で
あ
る
。
前
掲

拙
稿
「
唐
代
皇
帝
祭
花
の
二
つ
の
事
例
」
参
照
。
な
お
、
宣
宗
大
中
元

年
の
郊
犯
の
目
次
が
正
月
上
辛
と
な
っ
て
い
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る

が
、
宣
宗
の
場
合
大
中
七
年
の
太
清
宮
l
太
廟
|
南
郊
の
親
祭
で
も
、

大
中
元
年
の
場
合
と
同
じ
く
正
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
行
な

っ
て
い
る
。

因
み
に
、
『
唐
大
詔
令
集
』
巻
七
五
親
享
「
令
皇
帝
親
謁
太
廟
諾
」

は
、
先
天
元
年
一

O
月
一
日
了
直
(『
崩
府
元
亀
』
巻
三

O
〉
に
容
宗

が
玄
宗
に
即
位
後
の
謁
廟
を
命
じ
た
譜
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
可
以
今

月
四
日
謁
享
太
廟
」
と
あ
る
。
初
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
玄
宗
の
謁

廟
は
記
録
上
唐
代
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
僅
か
に
寅
施
の
四
目

前
に
決
定
さ
れ
た
事
貧
の
評
債
は
種
々
の
問
題
と
関
係
す
る
。
よ
っ

て
、
玄
宗
の
謁
廟
に
つ
い
て
は
後
日
検
討
し
た
い
が
、
極
め
て
特
殊
な

例
と
考
え
本
稿
で
は
例
示
か
ら
除
外
し
て
お
い
た
。

〈
ロ
)
貞
元
九
年
一
一
月
の
祭
犯
に
つ
い
て
は
、

『崩
府
元
亀
』
港
三
四
喬一

王
部
崇
祭
柁
三
の
原
註
に
「
初
帯
以
是
歳
有
年
、
蟹
夷
朝
貢
、
思
親
告

郊
廟
。
」
と
あ
る
。

(
お
)
『
加
府
元
亀
』
巻
三

O
に
は
「
比
閥
、
有
司
褒
鎮
不
精
、
酒
謹
酸

潟
、
卿
営
宣
論
監
察
御
史
、
停
之
臨
祭
、
勿
有
不
度
。
」
と
あ
り
、
こ

の
貼
に
つ
い
て
は
よ
り
兵
種
的
で
あ
る
。

(
U
A
)

殿
耕
雲
「
論
唐
代
術
書
省
之
職
権
奥
地
位
」
(
原
載
『
歴
史
語
言
碗

究
所
集
刊
』
第
二
四
本
、
一
九
五
三
年
。
同
氏
『
唐
史
研
究
叢
稿
』
所

枚
、
新
亜
研
究
所
出
版
、
香
港
、

一
九
六
九
年
)
及
び
築
山
治
三
郎

『
唐
代
政
治
制
度
の
研
究
』
〈
創
元
社
、
一
九
六
七
年
)
第
一

章
第
四

節
「
向
書
と
官
僚
」
参
照
。

(
お
)
『
唐
大
一
詔
令
集
』
巻
六
七
南
郊
一
同
年
一

O
月
の
孫
遂
「
命
宰
臣
等

分
祭
郊
廓
社
稜
殺
」
に

朕
毎
震
蒼
生
、
常
祈
稔
歳
、
徴
誠
有
感
、
主
藤
乃
彰
。
今
宗
祉
降

盤
、
神
祇
始
以
祉
、
三
時
不
害
、
百
穀
用
成
、
途
使
京
極
、
遁
子
天

下
。
和
卒
之
気
、
既
無
遠
而
不
透
、
種
柁
之
典
、

亦
有
新
而
必

報
。
室
令
兵
部
向
書
岳
束
中
書
令
育
園
公
李
林
甫
・
工
部
尚
書
同
中

書
門
下
三
品
幽
園
公
牛
仙
客
即
分
祭
郊
廟
社
稜
。

と
あ
る
。
因
み
に
一

O
月
庚
申
は
二
O
日
で
、
こ
の
年
の
冬
至
は
一

一

月
二
二
日
壬
辰
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
郊
紀
は
冬
至
以
外
の
臨
時
の
祭

犯
で
あ
り
、
教
文
に
擦
れ
ば
玄
宗
が
蒼
生
の
震
に
稔
放
を
祈
願
し
た
と

こ
ろ
、

宗
位
一
押
紙
の
感
商
胞
が
あ
っ
た
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
李
林
甫
ら
が
行
な
っ
た
と
い
う
宗
廟
の
祭
柁
も
告
祭
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
皇
帝
一
祭
犯
の
中
で
郊
天
を
第
一
と
す
る
文
献
は
少
な
く
な
い
。
例
え

ば、

『
唐
大
詔
令
集
』
巻
四
「
去
上
元
年
貌
赦
」
に
は
「
闘
之
大
事
、

郊
紀
篤
先
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
宗
廟
の
告
祭
に
つ
い
て
は
『
加
府
元

勉
』
巻
三

O
一帝
王
部
奉
先
三
に

(
貞
元
〉
一
九
年
四
月
壬
辰
、
修
徳
明
輿
聖
献
祖
廟
。
甲
午
詔

回
、
奉
遜
献
租
敵
陣
租
一
神
主
、
太
租
景
皇
脅
正
東
向
之
位
。
度
告
之

穂
、
嘗
在
重
臣
、
宜
令
筒
較
司
空
卒
章
事
社
佑
掻
太
尉
告
子
太
清
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(
煩
)

宮
、
門
下
侍
郎
卒
章
事
雀
項
太
尉
告
太
廟
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
郊
犯
や
正
祭
と
告
祭
と
を
比
較
し
た
史
料
で
は
な
い

が
、
有
司
掻
事
で
あ
っ
て
も
告
祭
が
重
要
な
こ
と
を
示
し
た
史
料
で
は

U

あ
る
。

〈
向
山
〉
池
田
温
「
律
令
官
制
の
形
成
」
(
『岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
第
五
巻
、

一
九
七
O
年
〉
磁
波
護
「
唐
の
三
省
六
部
」
(
原
載
唐
代
史
研
究
曾
編

『
惰
唐
帯
園
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
。
腐
波
氏

『
唐
代
政
治
祉
禽
史
研
究
』
所
枚
、
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
〉
等
参

照
。
な
お
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
『
唐
曾
要
』
巻
二
帯
貌
下
雑
録
元
和

一
五
年
四
月
の
麓
儀
使
の
奏
に

霊
臣
告
天
、
請
大
行
皇
帝
話
、
準
麓
及
故
事
、
合
集
中
書
門
下
御

史
肇
五
品
以
上
、
向
書
省
四
品
以
上
、
子
南
郊
告
天
、
畢
、
議

定
、
然
後
連
署
間
奏
。

と
あ
る
の
は
、
祭
杷
に
お
け
る
尚
書
省
の
格
の
低
さ
を
窺
わ
せ
る
よ
う

で
興
味
深
い
。

(
叩
品
)
砺
波
護
「
唐
の
官
制
と
官
職
」
(
原
載
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人

ー
そ
の
俸
記
』
大
修
館
書
底
、
一
九
七
五
年
。
前
掲
『
唐
代
政
治
社
曾

史
研
究
』
所
牧
)
参
照
。

(

m

却
)
本
稿
に
お
い
て
祭
記
の
形
骸
化
を
批
剣
し
た
上
奏
文
の
提
出
者
、
雀

賠

・
柳
環
・
社
宣
猷
は
い
ず
れ
も
監
察
御
史
の
職
に
あ
っ
た
。

『大
唐

六
典
』
倉
一
三
御
史
蔓
に
擦
れ
ば
、
監
察
御
史
に
は
郊
廟
等
の
祭
犯
を

監
督
す
る
役
割
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
文
で
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ら

の
諸
例
ぷ
物
語
っ
て
い
る
。

(
品
別
)
本
文
に
引
用
し
た
の
は
④
の
部
分
ま
で
で
あ
る
。

⑤
以
下
の
部
分
に

つ
い
て
は
以
下
に
原
文
を
引
用
し
て
お
く
。

其
牲
牢
、
准
麓
循
行
之
際
、
合
視
肥
鷹
市
之
宜
。
近
日
相
承
、
臨
時

取
緋
、
既
希
誠
敬
、
頗
失
奮
章
。
委
太
僕
寺
准
躍
令
慮
分
、
如
無

本
色
牛
羊
、
速
具
間
奏
。
至
於
酒
麓
酪
醸
、
箆
箪
膳
差
、
各
委
本

司
、
准
雄
令
切
加
提
奉
。
凡
在
廟
増
、
所
宜
粛
敬
、
総
云
隙
地
、

一

堂
駿
倫
崇
。
如
有
耕
墾
義
植
者
、
亦
委
御
史
蔓
札
察
関
奏
。

(中

略
〉
其
祭
様
種
物
中
、
如
有
欠
闘
及
濫
悪
須
恨
補
改
張
者
、
委
太

(
常
)

嘗

・
宗
正
・
光
藤

・
太
僕
寺
・
少
府
監
諸
司
、
速
兵
篠
疏
間
奏
、

の
委
中
書
門
下
、
即
興
疎
理
底
分
。

な
お
、
途
中
省
略
し
た
部
分
に
「
緩
事
公
卿
、
雄
約
官
口
問
、
終
朕
誠

敬
、
必
在
得
人
」
等
と
あ
り
、
こ
の
詔
文
が
有
司
掻
事
に
関
す
る
も
の

と
剣
る
。

(
川
叫
〉
梅
原
郁
氏
は
前
掲
「
皇
帝一
・
祭
紀
・
園
都
」
に
お
い
て
、
「
唐
・
五

代
務
柁
南
郊
大
麓
貧
施
年
次
」
表
を
作
成
し
て
お
ら
れ
る
(
二
八
八
頁

表
二
)。
但
し
、
審
宗
景
雲
元
年

(七一

O
〉
一
一
月
の
親
郊
は
、
中

宗
景
龍
三
年
(
七

O
九
)
の
親
郊
を
こ
の
年
に
繋
け
た
『
通
典
』
巻
四

三
躍
三
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
(
拙
稿
b
註
一
六
参
照
)。
ま
た
宗
廟
の

皇
一
帝
親
祭
に
つ
い
て
は
、
『
唐
曾
要
』
径
一

一一
一
親
饗
廟
・

『文
献
通
考
』

巻
九
七
宗
廟
考
七
「
唐
諸
一
帝
親
饗
廟
」
に
そ
の
年
次
が
列
摩
さ
れ
て
い

る
。
後
者
は
概
ね
前
者
に
撮
っ
た
と
思
わ
れ
、
d

前
者
に
照
じ
て
訂
正
さ

れ
る
鈷
も
多
い
が
、

一
部
前
者
を
訂
正
す
る
所
も
あ
る
。
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commoners who, by creating ａ fantasy world, were trying to overcome

these various contradictions.

IMPERIAL SACRIFICES IN THE TANG DYNASTY ：THOSE

　　　　

PERFORMED BY THE EMPEROR AND THOSE

　　　　　　

BY ＡREPRESENTATIVE AUTHORITY

Kaneko Shuichi

　　

In the imperial sacrifices of the Tang, it was the rule that the

important state sacrifices （がα可f郊祀）ａｎｄ the ancestral sacrifices （ｚｏｎｇ

ｍｉａｏ宗廟) were performed by the emperor in person. However, there

･was also ａ system whereby these were performed on his behalf by ａ

“representative authority'･ （ｙｃＭｓiS‰ｓhi有司振事）･

　　

There is a wealth of reference in the sources to the emperor perfor。

ming the sacrifices in person, but there is little about the “representative

authority.” Without ａ clear understanding of the relationship between

the two, it is impossible to make proper use　of ｅχisting references to

the imperial sacrifices.

　　

This

　

essay presents several conclusions.　First, following the clue

that the ceremony to congratulate the emperor (ｃｈａｏｉｉａ朝賀）ｏｎ the

day of the winter solstice was cancelled when the emperor performed

the state sacrifices in person on that day, we can conclude that there

must have been an ｅχtremely high incidence of the representative authority

performing the sacrifices instead. Second, there were di琵erences in the

scale, eχpense and participants depending on whether the sacrifices were

performed by the emperor or by the representative. Moreover, in the

case of the emperor, an edict announcing the event had to be issued about

two months in advance. Finally, the paper details the ranks of the

officials who, as representative authorities, performed the periodic ancestral

sacrifices C^心昭ji正祭）.　Within this group, the position of the

Three Dukes (ｓｏｎｇｏｎｇ三公), except for imperial male relatives, was

limited to high officials of the Department of State Ａ任aiｒs（Ｓｈａｎｅｓhｕｓｈｅｎｅ
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伺書省）ｏｒ the East Palace Bureau （ｄｏｎｇｇｏｎｇｆｕ東宮府）.　Furthermore,

the paper describes the tendency for the representative authorities to be

poorly regarded｡

　　　

The above points illustrate that there was a big di琵erence between

the emperor performing the sacrifices in person and the representative

authority doing the job. Therefore, all the more, there was great concern

over the emperor performing the sacrifices in person.　　　　　　　’

　　　

Accordingly, it is confirmed that there is little need to worry about

the significance of imperial sacrifices that are not documented in remai-

nine sources, and it is possible to make full use of ｅχisting materials on

the imperial sacrifices to reflect the actual situation in the Tang dynasty.

ON THE TIENCHIN PROVISIONAL GOVERNMENT

Mori Etsuko

　　

After the foreign forces occupied Tianjin (Tienchin) for the purpose

of subjugating the Yihetuan movement, a provisional government was

founded there. It was Tienchin Provisional Government (the T. P. G.).

Ａ council composed of delegates from the ｓiχnations (British, Russian,

French, German, Japanese and Italian) managed the T.P.G.. The Ｔ.

p. G. had　categorical　power　over the Chinese, but it　had no　power

over the foreigners―the foreign forces. In fact the　Ｔ. p. G. was　an

agency which submitted to the commander's orders, and whose prime

duty was to root out the Yihetuan movement and restore order. Although

peace negotiations were held and the Powers didn't need to keep in step,

the T. p. G. was not abolished at once because of mistrust between the

Powers.ニYuan Shikai袁世凱became the Viceroy of Zhili after Li

Hongzhang's李鴻章death, and at this point negotiations for the abolition

of the T. P. G. and restoration of Tianjin began｡

　　

Each

　

minister of the Powers　was going to restore it with the

magnanimous reservations by comparison. And each commander insisted

｀ｏｎexcessive ｅχpansion of the rights of their country in China. There

- ４－


